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総合保健看護学専攻

博　士　後　期　課　程

※学内進学者のみ

１．専攻分野必修科目

　　特論　　　　　　　４単位

　　特別研究　　　　８単位

２．修了に必要な単位数

　　　　　　　　　　１２単位以上

看護先進科学専攻

５年一貫制博士課程

１．専攻分野必修科目

　　特論Ａ・Ｂより　　２単位

　　演習Ａ・Ｂより　　２単位

　　特論　　　　　　　４単位

　　特別研究Ⅰ  　　４単位

　　特別研究Ⅱ　  　８単位

２．選択科目（上記以外の科目）

　　　　　　　　　　１８単位以上

３．修了に必要な単位数

　　　　　　　　　　３８単位以上

１０．ｲﾝﾃﾞｨﾍﾟﾝﾃﾞﾝﾄｽﾀﾃﾞｨＡ

Ａ Ｂ Ａ Ｂ Ａ Ｂ Ａ Ｂ Ｂ Ａ Ｂ Ａ Ｂ Ａ Ｂ Ａ Ｂ Ａ Ｂ Ａ Ｂ

地 域 ・ 在 宅 ケ ア 看 護 学 看 護 機 能 ・ ケ ア マ ネ ジ メ ン ト 開 発 学 健 康 教 育 開 発 学

博 士 論 文

博　　　士

地域保健看護学
先端侵襲緩和ケ

ア看護学
高齢者看護・ケア
システム開発学

看護ｼｽﾃﾑﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ
学

健康情報分析学

特　　　論

在学ケア看護学
ﾘﾌﾟﾛﾀﾞｸﾃｨﾌﾞﾍﾙｽ

看護学
精神保健看護学

生体・生活機能
看護学

小児・家族発達
看護学

健康教育学 国際看護開発学

特　　　論 特　　　論 特　　　論 特　　　論 特　　　論 特　　　論 特　　　論 特　　　論 特　　　論 特　　　論 特　　　論

特
論

特　論 演　習 特　論 演　習

高齢社会看護ケア開発学

特　論 演　習

看護ｼｽﾃﾑﾏﾈｼﾞﾒﾝ
ﾄ 学

特
論

実
習Ａ Ａ

特　論 演　習 実
習

特
論

臨床看護開発学 先導的看護システム開発学

精 神 保 健 看 護 学

特　論 演　習特　論

地域保健看護学
地域健康増進看
護 学

Ａ

特
論

特　論実
習

特　論 演　習 実
習Ａ Ａ

演　習 特
論

演習特　論 演　習 特　論 演　習 特
論

特　論

Ａ

特
論

６．看護教育学特論

先 端 侵 襲 緩 和 ケ ア
看 護 学

基盤看護開発学

看護ケア技術開発
学

小 児 ・ 家 族 発 達 看 護 学

１．医療情報学 ４．家族看護学特論

看護先進科学専攻・生体検査科学専攻
共通選択科目

５．看護情報統計学特論２．病因・病態解析学

単位数

１．看護学研究法特論

２．看護管理学特論

３．看護政策学特論

入 学 定 員 １３人

特
論

看護
病態
生理
学

博 士 論 文 看護先進科学専攻の共通選択科目 単位数

大学院保健衛生学研究科看護先進科学専攻（総合保健看護学専攻）のカリキュラム構造

特
論

ﾘﾌﾟﾛﾀﾞｸﾃｨﾌﾞﾍﾙｽ
看 護 学

特
論

博　　　士

国際看護開発学

特
論

実
習

１１．ｲﾝﾃﾞｨﾍﾟﾝﾃﾞﾝﾄｽﾀﾃﾞｨＢ

特　論

Ａ

７．国際看護研究方法論

８．看護研究方法論（国際比較研究）

９．看護研究方法論（ｸﾞﾗﾝﾃﾞｯﾄﾞｾｵﾘｰ）

演　習

Ａ

特
論

在 宅 ケ ア 看 護 学

演　習

がんｴ ﾝ ﾄ ﾞ ｵ ﾌ ﾞ ﾗ ｲ ﾌｹ ｱ看 護学



─ 8 ─

博　士　後　期　課　程

１．専攻分野必修科目

　　特論　　　　　　　４単位

　※生体検査科学セミナー　１単位

　　特別研究　　　　７単位

２．修了に必要な単位数

　　　　　　　　　　１２単位以上

※平成２６年度入学生より適用

※平成２５年度以前入学者の特別

　研究は８単位

博　士　前　期　課　程

１．専攻分野必修科目

　　特論Ａ　　　　　４単位

　　実験Ａ　　　　　２単位

　※生体検査科学セミナー　１単位

　※特別研究　　　７単位

※平成２６年度入学生より適用

※平成２５年度以前入学者の特別
研究は８単位

２．選択科目（上記以外の科目）

　　　　　　　　　　１６単位以上

３．修了に必要な単位数

　　　　　　　　　　３０単位以上

分 子 ・ 遺 伝 子 応 用 検 査 学

特　　　論 特　　　論 特　　　論 特　　　論特　　　論特　　　論

博　　　士 入 学 定 員 ６人

入 学 定 員 １２人修　　士

修士論文

生 命 情 報 解 析 開 発 学 分 子 ・ 遺 伝 子 応 用 検 査 学

分子生命情報
解 析 学

形態・生体情報
解 析 学

生命情報情報
解 析 学

生体機能支援
シ ス テ ム 学

※疾患ﾓﾃﾞﾙ生物
情 報 解 析 学

先端分析検査学 生体防御検査学 分子病態検査学 先端血液検査学
※先端生体分子
分 析 学

特論 実験 特論 実験 特論 実験 特論

Ａ Ａ

特論 実験実験

Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ

特論 実験 特論

Ａ Ａ Ａ

特論 実験 実験 特論特論 実験 実験

Ａ ＡＡＡ ＡＡ

博士論文

保健衛生学研究科　生体検査科学専攻の博士（前期・後期）課程カリキュラム構造

※先端生体分子
分 析 学

先端分析検査学 生体防御検査学
分 子 生 命 情 報
解 析 学

分子病態検査学 先端血液検査学

生 命 情 報 解 析 開 発 学

生 体 機 能 支 援
シ ス テ ム 学

生 命 機 能 情 報
解 析 学

特　　　論特　　　　論

形 態 ・ 生 体 情 報
解 析 学

特　　　論
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看護先進科学専攻 修了の要件並びに履修方法

博士課程

（１）科目履修方法

１）修了要件は、本専攻に５年以上在学し、授業科目を３８単位以上修得し、研究指導を受け、かつ本専攻の

行う博士論文の審査及び試験に合格することとする。ただし、在学期間に関しては、優れた研究業績を挙

げた者と研究科委員会において認めた場合には、３年以上在学すれば足りるものとする。

なお、大学院保健衛生学研究科委員会が定める中間評価を原則として受審すること。

２）修得すべき３８単位の履修方法は、①所属教育研究分野の特論Ａ又はＢより２単位（１～２年次に履修）、

②所属教育研究分野の演習Ａ又はＢより２単位（１～２年次に履修）、③所属教育研究分野の特論４単位

（２～４年次に履修）、④特別研究Ⅰ４単位（１～２年次に履修）及び特別研究Ⅱ８単位（３～５年次に

履修）及び選択科目として①～④を除く授業科目より１８単位以上とする。なお、１年次に２２単位以上

履修すること。

３） 育成 （ ）コース※１の修了要件は以下のとおりとする。

修得すべき３８単位の履修方法は、①所属教育研究分野の特論Ａ又はＢより２単位（１～２年次に履修）、

②所属教育研究分野の演習Ａ又はＢより２単位（１～２年次に履修）、③所属教育研究分野の特論４単位

（２～４年次に履修）、④インディペンデントスタディＡ２単位（１～５年次に履修）、⑤インディペン

デントスタディＢ２単位（１～５年次に履修）、⑥特別研究Ⅰ４単位（１～２年次に履修）及び特別研究

Ⅱ８単位（３～５年次に履修）及び選択科目として①～⑥を除く授業科目１４単位とする。なお、１年次

に２２単位以上履修すること。

なお、２１ページの看護先進科学専攻授業概要に記載されている※の科目の中から、学部２～４年次に科

目等履修生として毎年最低２単位履修すること。ただし、計１０単位を上限とする。学部で履修した科目

は、大学院入学後に単位認定し、修了要件の単位数に含む。

※１ 育成 （ ）コースの詳細については、１１ページを参照すること。

４）看護先進科学専攻共通科目（①看護学研究法特論、②看護管理学特論、③看護政策学特論、④看護教育学

特論、⑤看護情報統計学特論、⑥家族看護学特論、⑦国際看護研究方法論、⑧看護研究方法論（国際比較

研究）、⑨看護研究方法論（グランデッドセオリー）、⑩インディペンデントスタディＡ、⑪インディペ

ンデントスタディＢ）のうち、①～④は専門看護師の必修科目である。

５）専門看護師受験資格を希望する者は該当する教育研究分野の専攻教育課程照合表を参照のこと。

６）履修科目の追加をする場合は、各年度当初に履修登録を受け付ける。

７）履修科目の変更は原則として認めない。

８）指導教員と相談の上、履修の手続きを行うこと。

９）成績の評価は、秀（ 〜 ）・優（ 〜 ）・良（ 〜 ）・可（ 〜 ）及び不可とし、不可は不合格とする。
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（３）講義時間

講義は原則として次の時間帯に行う。

時限 時間

１ 時 限

２ 時 限

３ 時 限

４ 時 限

５ 時 限

〜

〜

〜

〜

〜

特別研究は、特論、演習、実験のない時限及び２年次に行う。

補講のため、授業期間外あるいは土曜日に授業を行うことがある。

（４）講義室、演習室

担当教員が指定する場所 ・・・保健衛生学研究科大学院講義室２（３号館１５階）

（５） 育成 コース（ コース）について

将来研究・教育職を希求する、意欲と能力のある学部学生が、学部在籍時から目的を持ってその途を歩める

ようにするため、学部２学年次から４年次まで、科目等履修生として大学院科目を計画的に履修する。

大学院科目を履修可能な学生は一定の成績基準を満たした者とし、履修単位は１年間で２～４単位程度（３

年間の合計 単位まで）とする。３年後期の学内選抜試験を経て大学院入学者選抜試験を受け、合格した者が

本コース適応者として、学部卒業後はそのまま大学院に進学する。大学院入学後に学部時代に履修した科目等

履修単位について、 単位を超えない範囲で単位認定する。大学院進学が決定した時点（学部３年次）で、大

学院入学後の学生個別の５年間の 計画を立案するが、それには少なくとも１年以上の実地経験（最低１

年間の臨床経験、研究プロジェクトへの参画、短期留学、ポスドクなど）を組み込む。

社会経験を備えた 代の博士号を取得した若手研究者の育成を目標に、個々の資質や希望、能力等を鑑み、

学生ごとの個別キャリア形成プラン を作成し、学部３・４年次、大学院入学時等、経時的な複数指導

教員による手厚い個別指導を行っていく。

①応募資格と対象人数

学内選抜にあたっては、大学院科目を科目等履修している学部生のうち、それまでの学業成績が各学年

以上、全体平均 以上で、学部卒業後はそのまま大学院への進学を希望する意欲と自律性のある学生で、複数

教員の推薦のある者とする。学内選抜規定は別途定めるが、本コースの入学者は博士課程定員（ 名）の原則

１～２割、すなわち毎年１～２名程度とする。

②カリキュラム構成の概要

本コースでは学部２～４年次に、授業科目概要（２１ページ参照）で※印が付されている大学院科目を毎年

最大２～４単位程度（３年間の合計 単位まで）科目等履修生として履修していることを前提とする。また本

コース適応者は学部の卒業論文Ⅰ・Ⅱ（学部必修科目）においては、学位論文（博士）を視野に入れた研究計

画立案を目指す。学部生で履修した大学院科目は、大学院入学後に単位認定する。大学院入学後は５年間の履

修期間内に原則１年間の実地経験を組み込むものとする。さらに在学期間短縮制度も適用可能とする。
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小児・家族発達看護学特論 小児・家族発達看護学特論
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【前　　期】

１　時　限 ２　時　限 ３　時　限 ４　時　限 ５　時　限

8:50～10:20 10:30～12:00 13:00～14:30 14:40～16:10 16:20～17:50

精神保健看護学特論Ｂ－１
田上

精神保健看護学特論Ａ－１
田上

看護研究方法論（国際比較研究）※
丸

※平成２７年度より開講

看護ｼｽﾃﾑﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ学特論Ａ※
深堀

小児・家族発達看護学特論A－２
廣瀬

リプロダクティブヘルス看護学特論A
大久保

看護ケア技術開発学特論Ｂ※
齋藤

先端侵襲緩和ケア看護学特論A
井上

看護病態生理学※
本田

　

【後　　期】

１　時　限 ２　時　限 ３　時　限 ４　時　限 ５　時　限

8:50～10:20 10:30～12:00 13:00～14:30 14:40～16:10 16:20～17:50

先端侵襲緩和ケア看護学特論B
井上

地域健康増進看護学特論Ａ
森田

がんエンドオブライフケア看護学特論
Ｂ

未定

精神保健看護学特論Ｂ－２
田上

精神保健看護学演習Ｂ
田上

高齢社会看護ケア開発学演習Ａ
緒方

看護ｼｽﾃﾑﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ学特論B
深堀

＊履修登録に際しては、各授業実施日（２８ページ以降）を確認の上行ってください。 ※：ＢＳＮ－Ｐｈ.Ｄコース　学部学生履修可能科目

＊社会人学生については、各授業担当教員と相談のうえ、別途カリキュラムを作成します。

＊実習科目は別途時間割を作成します。

平成２６年度大学院保健衛生学研究科５年一貫制博士課程
看護先進科学専攻授業時間割表

月

　

がんエンドオブライフケア看護学特論Ａ－１※
　　　　　　　未定
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      地域保健看護学特論A
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                         佐々木

看護学研究法特論※
大久保・深堀・森田

小児・家族発達看護学特論Ａ－１※
廣瀬

火

看護管理学特論
　深堀

水
[5時限～6時限（18:30～19:30)]

(共）病因・病態解析学
角・笹野

木

在宅ケア看護学特論Ａ
本田

（共）医療情報学
伊藤

小児・家族発達看護学演習Ａ－２
廣瀬

　

がんエンドオブライフケア看護学特論Ａ－２
未定

看護ケア技術開発学特論Ａ
齋藤

国際看護開発学特論Ａ※
丸

地域保健看護学演習A
佐々木

　
ﾘﾌﾟﾛﾀﾞｸﾃｨﾌﾞﾍﾙｽ看護学演習A
　　　　　　　大久保
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      ﾘﾌﾟﾛﾀﾞｸﾃｨﾌﾞﾍﾙｽ看護学演習B
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                         大久保

看護ｼｽﾃﾑﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ学演習A
深堀

月 国際看護研究方法論※
丸

先端侵襲緩和ケア看護学演習Ａ
井上

地域健康増進看護学演習Ａ
森田

がんエンドオブライフケア看護学演習Ｂ
未定

金

　

高齢社会看護ケア開発学特論Ａ※
　　　　　　　緒方
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 高齢者看護・システム開発学演習
A　　　　　　　　　　　　　　   　　　　　緒方
緒方

精神保健看護学特論Ａ－２※
田上

精神保健看護学演習Ａ
田上

小児・家族発達看護学演習Ａ－１
廣瀬

火

　
　　　　看護政策学特論※
　　　　　　　深堀
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　家族看護学特論
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　廣瀬

先端侵襲緩和ケア看護学演習Ｂ
井上

がんエンドオブライフケア看護学演習Ａ
未定

水
看護情報統計学

緒方

国際看護開発学演習Ａ
丸

金

看護研究方法論（グランデッドセオリー）
井上

木

看護ケア技術開発学演習Ｂ
齋藤

看護ケア技術開発学演習Ａ
齋藤

小児・家族発達看護学特論B
廣瀬

看護教育学特論※
井上、田上、佐々木

高齢社会看護ケア開発学特論Ｂ※
緒方

在宅ケア看護学演習Ａ
本田

小児・家族発達看護学演習B
廣瀬

高齢社会看護ケア開発学演習Ｂ
緒方

　
ﾘﾌﾟﾛﾀﾞｸﾃｨﾌﾞﾍﾙｽ看護学演習A
　　　　　　大久保
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ﾘﾌﾟﾛﾀﾞｸﾃｨﾌﾞﾍﾙｽ看護学演習B
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大久保

ﾘﾌﾟﾛﾀﾞｸﾃｨﾌﾞﾍﾙｽ看護学特論Ｂ
大久保

看護ｼｽﾃﾑﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ学演習B
深堀
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【前　　期】

１　時　限 ２　時　限 ３　時　限 ４　時　限 ５　時　限

8:50～10:20 10:30～12:00 13:00～14:30 14:40～16:10 16:20～17:50

　 　

　

地域保健看護学特論
佐々木

看護システムマネジメント学特論
深堀

【後　　期】

１　時　限 ２　時　限 ３　時　限 ４　時　限 ５　時　限

8:50～10:20 10:30～12:00 13:00～14:30 14:40～16:10 16:20～17:50

　 　

地域保健看護学特論
佐々木

看護システムマネジメント学特論
深堀

平成２６年度大学院保健衛生学研究科
総合保健看護学専攻博士（後期）課程授業時間割表

月
看護ケア技術開発学特論
（生体・生活機能看護学）

齋藤

地域健康増進看護学特論
（健康教育学特論）

森田

精神保健看護学特論
田上

火 先端侵襲緩和ケア看護学特論
井上

水

木 小児・家族発達看護学特論
廣瀬

金

高齢社会看護ケア開発学特論（高齢者看護・ケアシステム開発学特
論）
緒方

リプロダクティブヘルス看護学特論
大久保

金

＊履修登録に際しては、各授業実施日（２８ページ以降）を確認の上行ってください。

＊社会人学生については、各授業担当教員と相談のうえ、別途カリキュラムを作成します。

月

火

水

木 国際看護開発学特論
丸

在宅ケア看護学特論
本田
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１　時　限 ２　時　限 ３　時　限 ４　時　限 ５　時　限
8:50～10:20 10:30～12:00 13:00～14:30 14:40～16:10 16:20～17:50

１　時　限 ２　時　限 ３　時　限 ４　時　限 ５　時　限
8:50～10:20 10:30～12:00 13:00～14:30 14:40～16:10 16:20～17:50

平成２６年度大学院保健衛生学研究科博士（前期）課程
生体検査科学専攻授業時間割表

＊履修登録に際しては、各授業実施日（１９５ページ以降）を確認の上行ってください。

＊社会人学生については、各授業担当教員と相談のうえ、別途カリキュラムを作成します。

水

木

金

先端生体分子分析学特論A
笠間

生命機能情報解析学特論Ａ
角・笹野

【前　　期】

生体機能支援システム学実験Ａ
伊藤

先端血液検査学実験Ａ
小山先端血液検査学特論Ａ

小山

先端生体分子分析学実験Ａ
笠間

生命機能情報解析学実験Ａ
角・笹野

生体防御検査学実験Ａ－１
窪田

生体防御検査学実験Ａ－２
齋藤

分子病態検査学実験Ａ
沢辺

先端分析検査学実験Ａ
戸塚

分子病態検査学特論Ａ
沢辺

分子生命情報解析学実験Ａ－１．Ａ－２
赤澤・鈴木

【後　　期】

形態・生体情報解析学特論Ａ
星

形態・生体情報解析学実験Ａ
星

月

火

[5時限～6時限
（18:30～19:30)]

(共）病因・病態解析学
角・笹野

（共）医療情報学
伊藤

生体防御検査学特論Ａー２
齋藤

生体防御検査学特論Ａー１
窪田

分子生命情報解析学特論Ａー１
赤澤

分子生命情報解析学特論Ａー２
鈴木

先端分析検査学特論Ａ
戸塚

金

月

火

水

木

生体機能支援システム学特論Ａ
伊藤
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１　時　限 ２　時　限 ３　時　限 ４　時　限 ５　時　限
8:50～10:20 10:30～12:00 13:00～14:30 14:40～16:10 16:20～17:50

１　時　限 ２　時　限 ３　時　限 ４　時　限 ５　時　限
8:50～10:20 10:30～12:00 13:00～14:30 14:40～16:10 16:20～17:50

金
生体防御検査学特論

窪田・齋藤

＊履修登録に際しては、各授業実施日（２２６ページ以降）を確認の上行ってください。

＊社会人学生については、各授業担当教員と相談のうえ、別途カリキュラムを作成します。

水

木
分子生命情報解析学特論

赤澤・鈴木

【後　　期】

月
生体機能支援システム学特論

伊藤

火
先端分析検査学特論

戸塚

金
先端血液検査学特論

小山

形態・生体情報解析学特論
星

火
分子病態検査学特論

沢辺

水

平成２６年度大学院保健衛生学研究科博士（後期）課程
生体検査科学専攻授業時間割表

【前　　期】

月
生命機能情報解析学特論

角・笹野

木
先端生体分子分析学特論

笠間



看護先進科学専攻
博士課程授業概要

（総合保健看護学専攻）
（博士（後期）課程授業概要）
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授業概要

博士課程看護先進科学専攻と博士（前期）課程生体検査科学専攻の共通科目

授業科目名

（科目コード）

履修年次

（単位数）
講 義 等 の 内 容 担当教員

医療情報学

（２００１）

１～２年

（２単位）

看護先進科学と生体検査科学の双方の学生に必要な最新の情報をアップデー

トすることを目的とする。オムニバス方式の講義により、先端医療、チーム

医療、脳科学、情報科学、病院経営、医療関連の技術開発など広範囲なトピ

ックをカバーする。

教 授

伊藤 南

看護先進科学

専攻長

病因･病態解析学

（２００２）

１～２年

（２単位）

オムニバス方式で各種疾患について講義を行い､検査情報から病因・病態を解

析する手法を教授する。生体検査科学の学生は検査の役割と臨床のニーズを

理解し、看護先進科学の学生は看護の視点から検査情報を活用する能力を修

得する。

教 授

角 勇樹

准教授

笹野 哲郎

博士課程看護先進科学専攻共通科目

授業科目名

（科目コード）
履修年次 講 義 等 の 内 容 担当教員

看護学研究法特論※

（１２０１）

１～２年

（２単位）

看護研究のプロセスと多様な看護学研究法、文献クリティーク、研究にお

ける倫理、科学哲学の基礎を学び、看護活動の質向上や看護技術の開発に

必要な基礎的研究能力を修得する。

教 授

緒方 泰子

大久保功子

准教授

森田久美子

深堀 浩樹

看護管理学特論

（１２０２）

１～２年

（２単位）

看護管理に関わるもの、もしくは専門看護師として、看護職によって構成

される組織を効率的に運営し、その他の保健医療福祉に携わる人々の間の

調整を行っていくことを可能とするために、管理とは何かを理解し、組織

内におけるリーダーシップや調整機能、スタッフの能力開発などの理論お

よび実際を学ぶ。

准教授

深堀 浩樹

看護政策学特論※

（１２０３）

１～２年

（２単位）

看護を取り巻く国内外の制度・政策の実際と決定プロセスについて、法学・

経済学などの関連領域の研究者や行政官・国際機関での活動経験のある人

など実際の政策過程に携わる実践家からの講義を通して学ぶ。各自の臨床

経験・研究テーマに関連した政策・制度上の課題を整理・抽出し、グロー

バルヘルスの向上につながる方策を考案する。

准教授

深堀 浩樹

家族看護学特論

（１２０４）

１～２年

（２単位）

家族の健康問題・家族ダイナミックスを生活と結びつけて理論的に分析す

る方法と実践的な援助の方法を技術として用いられるようにすることをめ

ざす。この目的を達成するために、概念枠組・理論・評価研究方法を事例

分析やケアのためのアプローチ方法を含めて修得する。

教 授

廣瀬たい子

緒方 泰子

大久保功子

井上 智子

田上美千佳

本田 彰子

看護情報統計学特論

（１２０５）

１～２年

（２単位）

看護に関する研究を行う上で必要な統計数字の見方、統計データのとり方、

解析方法につき修得する。講義と演習を組み合わせ、用語・理論・方法が

いずれもよく理解できるようにする。すなわち、講義と並行して、パソコ

ンにより統計ソフトを用いて演習を行い、研究に必要な統計データの解析

方法を修得する。

教 授

緒方 泰子

看護教育学特論※

（１２０７）

１～２年

（２単位）

専門看護師が有する教育的機能の基本を理解し、役割を果たすための原理

と技能を学ぶ。また教育的機能が、看護ケアの質向上にもたらす効果を理

解し、そのための教育環境整備ならびに継続教育のあり方を学ぶ。

教 授

井上 智子

佐々木明子

田上美千佳

本田 彰子

国際看護研究方法論

（１２０８）※

１～２年

（２単位）

諸外国で広く活用されている看護研究方法について、英語を用いた授業を

行い、 高度な教育・研究能力とともに、国際的に活躍できる、実践力・語

学力・プレゼンテーション力・コミュニケーション力を修得する。また、

国際共同研究の実際や国際共同研究計画案の能力開発を目指し、国際的に

価値がある高度な研究能力の修得を目指す。

教 授

丸 光惠
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授業科目名

（科目コード）
履修年次 講 義 等 の 内 容 担当教員

看護研究方法論（国際

比較研究）

（１２０９）

【平成２７年度開講】

１～２年

（１単位）

国際比較に有用な看護・保健領域のデータベースについて幅広く理解を深

めると共に、国際比較研究の提案、調査計画の調整、フィールド調査を含

めた方法論、比較分析法、考察および結論の作成について概観する。看護

およびその近接領域の国際比較研究について複数例をとりあげ、比較分析

し、国際比較研究として価値あるテーマの創出について議論する。

教 授

丸 光惠

看護研究方法論（グラ

ンデッドセオリー）

（１２１０）

１～２年

（１単位）

グランデッドセオリーの哲学的基盤（歴史を含む）と手法に関する理解を

深める。特に、これまでに発展してきた多様な手法について深く学び、ク

リティークや、災害看護学領域の研究において応用できる能力を修得する。

教 授

井上 智子

インディペンデントス

タディＡ

（１２１１）

１～５年

（２単位）

博士論文に関連する研究プロジェクト等へ、プロジェクトチームの一員と

して、調査票設計・データ収集・分析・論文執筆等の一連の過程に参画し、

研究遂行に必要な能力を習得する。加えて研究プロジェクトにおけるリー

ダーシップ、スケジュール管理、チーム構築能力と共に、研究過程全般に

関わる倫理的問題の調整能力を養う。

インディペンデント

スタディＢ

（１２１２）

１～５年

（２単位）

博士論文に関連する国内外の教育・研究・臨床実践について、学生が主体

的に学習課題と目的・目標を定め、短期研修・インターンシップ等を行う。

受け入れ先との調整から、報告書作成までの一連の過程において、専門知

識・研究遂行能力とともに研究者としての態度を習得する。

博士課程看護先進科学専攻科目

授業科目名

（科目コード）
履修年次 講 義 等 の 内 容 担当教員

地域保健看護学特論Ａ

（０１０１）

１～２年

（２単位）

地域で生活する人々に対して主に予防と健康増進を意図した地域保健看護サ

ービスを中心として関連情報を分析し，個人・家族・集団を単位とした看護

活動計画，展開法，評価法，実践や指導への応用方法，具体的な研究展開の

能力を講義と討議により修得する。

教 授

佐々木明子
地域保健看護学演習Ａ

（０１０２）

１～２年

（２単位）

地域で生活する人々に対して主に予防と健康増進を意図した地域保健看護サ

ービスを中心として関連情報を分析し，個人・家族・集団を単位とした看護

活動計画，展開法，評価法，実践や指導への応用方法，具体的な研究展開お

よび関連する実践の能力を演習により修得する。

地域保健看護学特論

（５００１）

２～４年

（４単位）

地域保健看護学において，国際的に通用する研究方法を学び，研究テーマを

定めて文献検討・調査・事例分析などによりデータを収集し，成果を学会発

表や学術論文として国内外に公表する能力を修得する。

在宅ケア看護学特論Ａ

（１５０１）

１～２年

（２単位）

在宅ケアに関連する保健医療福祉制度、社会システム、および看護提供体制

について理解し、さらに対象者理解や援助展開に必要な基本的理論を理解し、

実践事例をもとに在宅看護実践の具体方法を身につける。

教 授

本田 彰子

在宅ケア看護学演習Ａ

（１５０２）

１～２年

（２単位）

在宅看護の対象者、特にがん末期患者、難病療養者等、医療依存度が高く、

また多職種が連携して支援する必要がある療養者に対する看護支援の方法、

支援体制・システム等について理解し、在宅ケアの在り方について考究する。

在宅ケア看護学特論

（５２０５）

２～４年

（４単位）

在宅ケアに関する社会情勢の変化、諸制度や地域社会における看護提供の仕

組みを国内外の文献や実践報告から現状の課題や方向性を概観し、その上で

自らの研究課題に探究的に取り組む。

看護病態生理学※

（０２０８）

１～２年

（２単位）

がんの病態生理全般を理解し、現在わが国におけるがん治療を概観する。さ

らに、がんの診断、治療、および療養支援の現状を理解することにより、専

門的に看護が関わる状況を把握する。

（選考中）

がんエンドオブライフ

ケア看護学特論Ａ－１

※（０２０１）

１～２年

（２単位）

診断・治療の時期より、在宅療養、および終末期に至るまでのがん患者に対

して、専門的看護援助を実践する基礎となる理論を理解し、対象となる看護

場面で理論を活用する方法を身につける。

がんエンドオブライフ

ケア看護学特論Ａ－２

（０２０２）

１～２年

（２単位）

在宅・緩和ケアを必要とする病態的な特徴、がん治療、および看護の現状を

理解する。さらに、診断治療に伴う問題の把握と援助方法、がん罹患と終末

期にあることに関連する苦痛の把握と援助方法、そして、在宅における終末

期看護について理解する。

がんエンドオブライフ

ケア看護学演習Ａ

（０２０３）

１～２年

（２単位）

がん看護に関連する現在の問題、アセスメントの実際、および援助方法につ

いて、看護実践事例の分析、文献検討、専門家の取組みの報告等を通して検

討し、実践で看護を展開する能力を習得する。
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がんエンドオブライフ

ケア看護学特論Ｂ

（０２０４）

１～２年

年

（２単位）

がん患者を中心に、終末期療養における症状緩和の援助方法、療養環境コー

デイネート、人生の終末に関する意思決定支援、看取りに向けた家族支援に

ついて理解する。

（選考中）

がんエンドオブライフ

ケア看護学演習Ｂ

（０２０５）

１～２年

（２単位）

がん患者を中心に、終末期に至るまえの診断・治療初期の時期、外来治療継

続の時期、人生の終末の時期にある事例の情報収集と看護実践を体験し、こ

の内容から今後望まれるがん終末期看護のあり方を考える。

がんエンドオブライフ

ケア看護学実習

（０２０７）

～２年

（６単位）

がん看護専門看護師受験資格取得のための実習。診断・治療から人生の終末

までの全過程を通し、専門看護師としての基礎的態度、判断能力、実践応力

を身につける。がん専門病院の病棟・外来・退院支援部門等に加えて、在宅

ホスピスを実践する訪問看護ステーションも実習施設とし、あらゆる場での

終末期ケアの実践を通して看護の課題、および今後の方向性を検討する。

がんエンドオブライフ

ケア看護学特論

（５００２）

２～４年

（４単位）

人生の終末におけるケア提供の実際について、国内外の終末期ケアの実際、

受け止め方の変遷、社会的取り組みについて概観し、我が国の終末期ケアの

在り方について考究する。

ﾘﾌﾟﾛﾀﾞｸﾃｨﾌﾞﾍﾙｽ

看護学特論Ａ

（０３０１）

１～２年

（２単位）

女性学、クイア理論等の知見を踏まえ、女性の性と生殖にかかわる種々の健

康課題に対する、個人、家族、集団に対するケア提供システム、介入方法の

開発とその効果を判定するための研究方法の基礎的能力を修得する。

教 授

大久保功子

ﾘﾌﾟﾛﾀﾞｸﾃｨﾌﾞﾍﾙｽ

看護学演習Ａ

（０３０２）

１～２年

（２単位） 

性的マイノリティを含めたセクシュアルヘルス、リプロダクティブヘルス・

ライツに関する助産ならびに看護のケア対象者の特性と現状を理解し性暴力

被害者支援を含む支援方法の開発とその効果に関する研究を行うための、基

礎的実践能力、研究方法を演習により修得する。

ﾘﾌﾟﾛﾀﾞｸﾃｨﾌﾞﾍﾙｽ

看護学特論Ｂ

（０３０３）

１～２年

（２単位） 

国際的な視野と、日本特有の背景を踏まえ、周産期における、子、母、父、

家族、集団に対する支援に関して、助産師ならびに看護師の専門性について

論じる。また、現状の改善に向けて必要とされる、政策提言、コーディネー

ション、優れた実践、教育、研究を理解する。また、その評価方法について

論じる。

ﾘﾌﾟﾛﾀﾞｸﾃｨﾌﾞﾍﾙｽ

看護学演習Ｂ

（０３０４）

１～２年

（２単位） 

周産期におおける子、母、父、家族へのケア技術ならびにケア提供システム

についてエビデンスを吟味する方略と、その要点を各種研究手法をクリティ

ークすることによって修得する。

ﾘﾌﾟﾛﾀﾞｸﾃｨﾌﾞﾍﾙｽ

看護学特論

（５００３）

２～４年

（４単位）

性と生殖にかかわる健康の向上に向けて、学際的な視野ならびに看護哲学、

看護理論、対人関係論、精神分析学、女性学などを踏まえて、時代に即した

助産学（看護学）に貢献しうるケアの開発とその評価、もしくは助産学（看

護学）の知識体系に貢献しうる新たな知の発掘に資する研究を行い、国内外

の学術誌に発表し、自律して研究できる能力を習得する。

精神保健看護学

特論Ａ－１

（０４０２）

１～２年

（２単位）

人々の精神状態や発達課題の的確な評価に基づき、様々な年代や健康状態の

人々に精神的援助を提供できる能力を養うために、精神医学的診断法、心理

測定法、生活機能評価法等、精神保健に関連する様々な評価技法に学びつつ、

看護学独自の視点に基づく評価方法を習得する。

教 授

田上美千佳

准教授

美濃由紀子

精神保健看護学

特論Ａ－２※

（０４０３）

１～２年

（２単位）

精神的な問題をもつ人々とその家族にとって適切な看護的援助を学ぶと共

に、これらの技法を提供する上で必要な内省技法、面接技法、グループワー

ク技法を基盤としながら、精神保健看護学の分野における研究方法論につい

て理解を深め、臨床現場のニーズに沿った研究に取り組める能力を養う。

精神保健看護学

演習Ａ

（０４０４）

１～２年

（２単位）

対人関係論と集団力動論の視点と方法論に則った事例検討会への参加とその

振り返りを通じて、事例分析や看護評価の方法とその理論的背景について理

解を深め、個別・集団のスーパービジョン・コンサルテーション技法と能力

を修得する。

精神保健看護学

特論Ｂ－１

（０４０１）

１～２年

（２単位）

精神保健福祉をめぐる社会状況・関連法規、社会制度・社会資源の現状と変

遷について理解を深める。保健医療福祉システムが内包する課題の明確化を

図り、看護職の視点から、制度改革に向けた方策について、講義と討議によ

って学ぶ。

精神保健看護学

特論Ｂ－２

（０４０５）

１～２年

（２単位）

司法精神医療の現状と課題、並びに理論的、歴史的背景の検討を中心に、重

大な他害行為を行った精神疾患患者の回復と社会復帰支援の実際について理

解を深める。治療プログラムや多職種によるチーム医療等、司法精神医療の

成果を一般精神医療に還元していく方策について、講義と討議によって学ぶ。
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精神保健看護学

演習Ｂ

（０４０６）

１～２年

（２単位）

精神疾患患者の病状や心理社会的状況に応じた看護契約、権利擁護アメニテ

ィ向上の方法論、ならびに他職種との連携に根ざす急性期看護、回復期看護、

リハビリテーション看護、在宅看護の充実を支える理論と方法論について、

講義と討議によって習得する。

教 授

田上美千佳

准教授

美濃由紀子

精神保健看護学実習

（０４０７）
１～２年

（６単位）

精神疾患患者との間に適切な援助関係を形成する経験を蓄積することを通じ

て、あらゆる人々への精神的援助を担い得る実践能力を高めると共に、看護

職への支援、他職種との連携･調整、臨床実践に根ざす研究･教育を担い得る

能力を養う。

精神保健看護学特論

（５００４）

２～４年

（４単位）

精神的な看護援助の方法論的な確立に向けた看護的介入の実施・評価・教育

を担い得る能力を修得するとともに、治療的援助技法を活用した精神的な問

題を持つ人とその家族への支援の実践を基盤に、精神健康の質的向上と精神

医療保健看護システムの変革に寄与し得る学際的な研究を行い、国内外の学

術誌に発表し、自立して研究ができる能力を修得する。

看護ケア技術開発学

特論Ａ

（０５０１）

１～２年

（２単位）

看護実践の基盤となる基礎理論を活用しながら、すべての対象に共通する看

護ケア技術の効果や科学的根拠・経験的根拠を理解する。また、看護ケア技

術検証方法の特徴を理解し、新たな検証法や新たなケア技術を開発するため

の基礎的な能力を講義と討議により修得する。

教 授

齋藤やよい

看護ケア技術開発学

演習Ａ

（０５０２）

１～２年

（２単位）

特論 および の履修者を対象とする。技術の検証に用いられる代表的な

観察法や準実験方法を理解するために、環境を設定した模擬介入研究を通し

て、測定具・機器を操作・活用したデータ収集および分析の演習を行う。

看護ケア技術開発学

特論Ｂ※

（０５０３）

１～２年

（２単位）

実験的取り組みによってケア技術の効果やメカニズムを検証した学際的研究

論文を抄読し、討議することにより、効果検証方法や実験方法について理解

を深め、研究方法の特徴や適用の仕方、限界を学ぶ。

看護ケア技術開発学

演習Ｂ

（０５０４）

１～２年

（２単位）

看護ケア技術の検証や新しいケア技術の開発に関連した、受講者個々の興味

あるテーマに焦点をおき、研究目的の明確化や方法の選択・精選を行うこと

で研究計画を立案し、計画の発表と討議を通じて研究計画の実際を学ぶ。

看護ケア技術開発学

特論

（５１０１）

２～４年

（４単位）

ケア技術の妥当性と効果の検証と開発、看護職者の実践能力の評価方法と卓

越性の検証に主眼をおき、研究課題の設定から論文完成までの過程に必要な

知識を学ぶ。また、研究テーマに関連する周辺学問領域の文献抄読や研究会、

学会への参加を通して、学際的な研究理論や方法論を学び、自立して研究で

きる能力を修得する。

小児・家族発達

看護学特論Ａ－１※

（０６０１）

１～２年

（２単位）

小児とその家族を生涯発達の視点から捉え、看護の対象としての理解を深め

る。小児の成長発達についての高度な専門知識と、小児の健康、疾患、障害、

生活および家族について関連学問領域の知見を学び、小児とその家族の看護

問題と看護援助、および理論を学び、修得する。

教 授

廣瀬たい子

小児・家族発達

看護学演習Ａ－１

（０６０２）

１～２年

（２単位）

健康障害をもつ小児と家族の問題を理解し、看護実践法を修得する。また、

特に高度な専門的知識とスキルを必要とする、健康障害をもつ小児と家族の

問題の理解と倫理的判断を含めた看護法を修得する。

小児・家族発達看護学

特論Ａ－２

（０６０３）

１～２年

（２単位）

小児とその家族の医療と福祉に関連した制度の理解に基づいて、調整や政策

参画など、高度な看護実践の展開方法について学ぶ。また、小児とその家族

をとりまく保健、医療、福祉の制度の理解と活用法を修得する。

小児・家族発達看護学

演習Ａ－２

（０６０４）

１～２年

（２単位）

障害児、未熟児、慢性疾患児とその家族の生活、学校保健、思春期の健康教

育など、小児期の様々な問題のアセスメント・評価、および実践法とその評

価方法を修得する。また、特殊な健康問題を持つ小児、特に乳幼児期におけ

る母子 相互作用や親子の関係性を含めた包括的なアセスメント、評価の方法

を修得し、子どもの養育を促す援助を含めた看護を実施できることをめざす。

小児・家族発達看護学

特論Ｂ

（０６０５）

１～２年

（２単位）

乳幼児期の精神保健に関する理論と実践について理解し、小児看護の実践に

その理論を活用し、親子の精神保健の健全化、および促進をはかるための看

護法を修得する。また、特殊な健康問題を持つ乳 幼児、障害児とその家族の

精神保健に関する看護法を修得する。

小児・家族発達看護学

演習Ｂ

（０６０６）

１～２年

（２単位）

乳幼児期の精神保健に関する理論に基づき、発達や親子の関係性の問題を持

つ 乳幼児とその家族に対する看護介入の方法を理解、修得する。また、特殊

な健康問題を持つ小児、特に乳幼児期における親子の関係性の問題への早期

介入の方法を理解、修得する。
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小児・家族発達看護学

実習

（０６０７）

１～２年

（６単位）

小児の発達や小児特有の疾患に関する特定の問題をもつ患児と家族を健康レ

ベル・発達・生活の側面からアセスメントし、質の高い支援技術の提供、ス

タッフ教育、相談、ケアマネジメント、社会資源利用法、研究法、倫理的問

題の調整などの能力を実習により修得する。 教 授

廣瀬たい子
小児・家族発達看護学

特論

（５１０２）

２～４年

（４単位）

家族の健康問題・家族ダイナミックスを生活と結びつけて理論的に分析する

方法と実践的な援助の方法を技術として用いられるようにすることをめざ

す。この目的を達成するために、概念枠組・理論・評価研究方法を事例分析

やケアのためのアプローチ方法を含めて修得する。

先端侵襲緩和ケア

看護学特論Ａ

（０７０１）

１～２年

（２単位）

先端的医療や侵襲的治療を受ける人々とその家族を理解し、重篤期から回復

期、セルフマネジメントを必要とする時期に至るまで、さらには緩和ケアを

含めた看護法および理論を学び、これらの専門的看護および研究方法を講義

と討議により修得する。

教 授

井上 智子

講 師

矢富有見子

先端侵襲緩和ケア

看護学演習Ａ

（０７０２）

１～２年

（２単位） 

先端的医療や侵襲的治療を受ける人々とその家族を理解し、重篤期から回復

期、セルフマネジメントを必要とする時期に至るまで、さらには緩和ケアを

含めた看護法および理論を学び、これらの専門的看護および研究方法を演習

により修得する。

先端侵襲緩和ケア

看護学特論Ｂ

（０７０３）

１～２年

（２単位） 

重篤患者、侵襲的治療を受ける患者や家族に対する看護実践の国際的動向と

わが国の特色を理解し、各学生が現状の臨床看護課題分析および将来の臨床

看護実践への取り組みに反映できるよう、ケアシステム論、援助方法論を含

めて講義と討議により修得する。

先端侵襲緩和ケア

看護学演習Ｂ

（０７０４）

１～２年

（２単位） 

重篤患者、侵襲的治療を受ける患者や家族に対する看護実践の国際的動向と

わが国の特色を理解し、各学生が現状の臨床看護課題分析および将来の臨床

看護実践への取り組みに反映できるよう、ケアシステム論、援助方法論を含

めて演習により修得する。

先端侵襲緩和ケア

看護学実習

（０７０５）

１～２年

（６単位）

急性・重症患者間後専門看護師に求められる、個人・家族に生じる身体的・

心理的・社会的困難のアセスメントと、困難への対処方法、看護ケアの開発

などを含む卓越した実践、スタッフや他職種への教育的・指導的役割、コー

ディネーション、コンサルテーション機能、研究的姿勢、倫理的問題への対

処等の能力形成への基盤となる実習を展開する。

先端侵襲緩和ケア

看護学特論

（５１０３）

２～４年

（４単位）

先端的医療や侵襲的治療を受ける、あるいは受けた経験を持ちながら生活す

る個人やその家族の体験を明らかにし、重篤期から回復期、セルフマネジメ

ントを必要とする時期、さらには緩和ケアを含めた看護支援技術の開発と体

系化をはかるための研究を行い、国内外の学術誌に発表し、自立して研究で

きる能力を修得する。

高齢社会看護ケア

開発学特論Ａ※

（０８０１）

１～２年

（２単位）

高齢社会を生きる高齢者・家族の健康に影響を与える要因を理解し、健康生

活レベルのアセスメント、看護援助の理論と方法、コンサルテーション、ケ

アマネジメント、組織マネジメント、看護管理、看護・ケア施策・政策、国

際的な医療・ケアの動向について学ぶとともに、高齢社会における新たなケ

アシステムの確立と発展への開発的研究能力を講義と討議により修得する。

教 授

緒方 泰子

高齢社会看護ケア

開発学演習Ａ

（０８０２）

１～２年

（２単位） 

高齢社会を生きる高齢者・家族の健康に影響を与える要因を理解し、健康生

活レベルのアセスメント、看護援助の理論と方法、コンサルテーション、ケ

アマネジメント、組織マネジメント、看護･ケア施策・政策、国際的な医療・

ケアの動向について学ぶとともに、高齢社会における新たなケアシステムの

確立と発展への開発的研究能力を演習により修得する。

高齢社会看護ケア

開発学特論Ｂ※

（０８０３）

１～２年

（２単位） 

高齢社会を生きる高齢者・家族の健康に影響を与える要因を理解し、健康生

活レベルのアセスメント、専門的な看護援助の理論と方法、コンサルテーシ

ョン、ケアマネジメント、看護管理、リスクマネジメント、看護・ケア施策・

政策、国際的な医療･ケアの動向について学ぶとともに、高齢社会における新

たなｹｱｼｽﾃﾑの確立と発展への開発的研究能力を講義と討議により修得する。

高齢社会看護ケア

開発学演習Ｂ

（０８０４）

１～２年

（２単位）

高齢社会を生きる高齢者・家族の健康に影響を与える要因を理解し、健康生

活レベルのアセスメント、専門的な看護援助の理論と方法、コンサルテーシ

ョン、ケアマネジメント、看護管理、看護･ケア施策・政策、国際的な医療･

ケアの動向について学ぶとともに、高齢社会における新たなｹｱｼｽﾃﾑの確立と

発展への開発的研究能力と実践的ﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟ能力を演習により修得する。
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高齢社会看護ケア

開発学実習

（０８０５）

１～２年

（６単位）

高齢者・家族に対する専門的な看護援助の理論と方法、コンサルテーション、

ケアマネジメント、組織マネジメント、看護管理に関する知識と技術を活用

し、優れた実践を行っている病院、老人保健施設、在宅ケア施設などのケア

チームの中で専門的な看護実践を推進できるとともに、高齢社会における新

たなケアシステムの確立と発展への開発的思考と実践能力を実習により修得

する。
教 授

緒方 泰子

高齢社会看護ケア

開発学特論

（５１０４）

２～４年

（４単位）

様々な健康レベルにある高齢者・家族の特徴を理解し、看護・ケアの理論と

方法、リーダーシップ、組織マネジメント、ケアマネジメント、リスクマネ

ジメント、看護管理、関連する法制度、看護・ケア施策・政策、日本および

諸外国における高齢者医療・ケアの状況や人口の高齢化とケアシステムにつ

いての情報収集・分析・評価を行うことにより、高齢社会における新たなケ

アシステムの確立と発展に向けて高度な開発的研究を行い、国内外の学術誌

に発表し、自立して研究できる能力を修得する。

看護システム

マネジメント学特論Ａ

※（０９０１）

１～２年

（２単位）

看護管理、医療政策、研究法などに関連するさまざまな分野の文献・書籍を

批判的に吟味することによって、高度化する医療の中で複雑化する現行の保

健医療制度・政策を理解し、質の高い医療・看護を提供 するための基礎的知

識・能力を身につける。

准教授

深堀 浩樹

看護システム

マネジメント学演習Ａ

（０９０３）

１～２年

（２単位） 

臨床指向型研究でリーダーシップを発揮できる教育・研究者の育成を目指し

て、看護システムマネジメント学領域において個々の関心に沿い、かつ社会

的意義もある研究テーマを設定し、研究計画を策定する能力を育成する。

看護システム

マネジメント学特論Ｂ

（０９０２）

１～２年

（２単位） 

看護管理、医療政策、研究法などに関連するさまざまな分野の文献・

書籍を批判的に吟味することによって、高度化する医療の中で複雑化

する現行の保健医療制度・政策を理解し、質の高い医療・看護を提供

するための基礎的知識・能力を身につける。

看護システム

マネジメント学演習Ｂ

（０９０４）

１～２年

（２単位） 

臨床指向型研究でリーダーシップを発揮できる教育・研究者の育成を目指し

て、看護システムマネジメント学領域において、研究を実施し、発表するた

めの能力を育成する。

看護システム

マネジメント学特論

（５１０５）

２～４年

（４単位）

看護システムマネジメント学領域において、先行研究および医療を取り巻く

環境を踏まえた、看護学および看護実践の発展に寄与する研究を推進してい

くために、リーダーシップを発揮し、広くその研究結果を発信することがで

きる看護学研究者および実践家の育成を目指す。すなわち、看護システムマ

ネジメント学領域において個々の関心に沿った研究テーマを自律して見出

し、研究計画を策定し、得られた研究結果を発表・論文化する能力を修得・

涵養することを目的とする。

地域健康増進看護学

特論Ａ

（１１０１）

１～２年

（２単位）

健康寿命の延伸を目指して、日常の生活習慣が経年変化に与える影響を学際

的に分析し、その基本的考え方と研究法を修得する。また健康教育技法につ

いて、国内外の文献を吟味し、企画から評価までの一連の流れを講義と討議

により修得する｡

准教授

森田 久美子

地域健康増進看護学

演習Ａ

（１１０２）

１～２年

（２単位）

よりよい健康を目指して、人々が行動変容するために必要な教育は何かを考

え、健康教育の企画から評価までの一連の流れを演習する。また、健康教育

の理論や技術を学び、さまざまな対象、地域にあわせた健康教育を実践でき

る能力・研究方法を演習により修得する。

地域健康増進看護学

特論

（５２０３）

２～４年

（４単位）

健康増進を目指した生活習慣の形成が医療経済効果を高め、疾病のみならず

精神的健康度の高い生活が維持できることを明らかにする高度な開発的研究

を行い、国内外の学術誌に発表し、自立して研究ができる能力を修得する。

国際看護開発学特論Ａ

※（１４０１）

１～２年

（２単位）

わが国の看護保健医療の諸問題について、様々なデータベースを用いて国際

比較・分析し、独創的かつ国際的に普遍性ある研究課題を提案するための問

題抽出・分析視点を得る。国際的に取り組むべき健康問題について、資料収

集・分析方法・研究テーマの提案・国際比較／共同研究のあり方について議

論し、日本人看護職として取り組むべき看護学の教育・研究・実践方法を開

発する能力を習得する。

教 授

丸 光惠
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国際看護開発学演習Ａ

（１４０２）

１～２年

（２単位）

国際看護開発学における探求力と看護実践力の強化を目指し、事例演習を通

し

て国際的に普遍性の高い概念・理論に関する理解を深め、日本および国際社

会

に貢献する高度な教育・研究・看護実践能力を修得する。
教 授

丸 光惠

国際看護開発学特論

（５２０４）

２～４年

（４単位）

日本と欧米、アジア、オセアニア諸国などの保健医療福祉活動における看護

課題について、国際的・学際的視点をもって解決するための手段・方法を特

定・開発すると同時に、看護課題解決のために必要な組織・運営などについ

て企画・実践・情報発信する能力を習得する。

特別研究Ⅰ

（１３０１）

１～２年

（４単位）

各自の専攻分野において研究方法を学び、研究テーマを定めて文献検討・調

査・実験・事例分析などによりデータを収集し、論文としてまとめる過程を

通して学会発表や学術論文として公表する能力を修得する。

各分野

担当教員

特別研究Ⅱ

（１３０２）

３～５年

（８単位）

各自の専攻分野において研究方法を学び、研究テーマを定めて文献検討・調

査・実験・事例分析などによりデータを収集し、論文としてまとめる過程を

通して学会発表や学術論文として公表する能力を修得する。

各分野

担当教員
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医 療 情 報 学(看護先進科学・生体検査科学専攻共通科目)  

Medical Informatics 

科目コード ２００１    2単位(前期 木曜日 V時限) 

１．担当教員 

伊藤 南 (本学 生態機能支援システム学 教 授)  

看護先進科学専攻・専攻長 

 

２．講義場所 

３号館１５階大学院講義室２ 
日時は授業内容に示す通り。 

 

３．授業目的・概要等  

  看護学と検査学の双方に必要な最新の情報をアップデートすることを目的とする。オムニバス方式の講義により、先

端医療、チーム医療、脳科学、情報科学、病院経営、医療関連の技術開発など広範囲なトピックをカバーする。 

 

４．授業の到達目標  

同じ医療系の学問分野でありながら看護学と検査学は似ているところもあれば異なるところもある。今後、１つのチ

ームとして協働していく機会が増えると考えられるが、その際には互いの考え方を理解し合うことがチームの円滑な運

用に欠かせない。本科目は単に共通の最新情報を学ぶだけでなく、少しでも共通の話題を持ち、互いを理解する際の基

盤となることを期待している。そのために非常勤講師の先生方をメインに、広いテーマから様々な話題を提供してもら

う。単に聴講するだけではなく、積極的な質疑応答への参加により知識を深めることを希望する。 

 

５．授業方法 

  前半は講義形式で授業を進める。後半は質疑応答、およびテーマを絞っての討論を行う。 

 

６．授業内容 

本年度は非常勤講師を主に看護学関係４名、検査学関係３名の講師による各２時限の講義を行う。予定は以下のとお

りであるが、具体的な講義のテーマ、講師や日時の変更はその都度告知する。 

 

 期日 時限 講師  テーマ 

1 ６月 ５日 ５，６時限 赤澤宏平 新潟大学 病院情報システム 

2 ６月１２日 ５，６時限 村松正明 本学難治疾患研究所 ヒトゲノム情報 

3 ６月１９日 ５，６時限 川越厚 川越クリニック ホスピスケア 

4 ６月２６日 ５，６時限 予備日   

5 ７月 ３日 ５，６時限 佐々木吉子 本学保健衛生学研究科 災害時医療 

6 ７月１０日 ５，６時限 井出恵伊子 東京ベイ・浦安市川医療センター 医療経営学 

 ７月１７日 ５，６時限 予備日   

 ７月２４日 ５，６時限 大久保滋夫 東京大学 臨床検査システム 

7 ７月３１日 ５，６時限 宮本真巳 亀田医療大学 チーム医療 

 

７．成績評価の方法 

①質疑応答、討論への参加状況を重視する。 

②講義中に質問した人には名前を記入するカードを渡し、講義後に回収する。 

③講義予定終了後に看護関係と検査関係それぞれ１つのテーマを選んで、レポートを提出する。 

 

８．準備学習等についての具体的な指示 

   随時指示する。 
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病 因・病 態 解 析 学(看護先進科学・生体検査科学専攻共通科目) 
Pathogenesis and Pathophysiology 

 科目コード ２００２    2単位 (前期 水曜日 Ⅴ・Ⅵ時限) 

１．担当教員 

角 勇 樹（本学生命機能情報解析学 教授） 

笹野 哲郎 (本学生命機能情報解析学 准教授) 

２．主な講義場所 

3号館15階大学院講義室2(予定) 

３．授業目的・概要等  

患者の病態をどのように把握し、病因の解明および治療に役立てるか、オムニバス方式で講義と討議を行い、多方面の

臨床情報から病因・病態を解析する手法を修得する。 

４．授業の到達目標 

1)検査学領域学生は、医療における検査の役割と臨床医の検査に対するニーズを理解する能力を養う。

2)看護学領域学生は、看護記録や検査情報、臨床所見に基づく病態生理に関するアセスメント技法を学び、看護ケア

に生かす能力を養う。  

3)病因・病態解明に果たす各医療専門職の役割と、チーム医療のあり方について考える。

５．授業方法  

教員が、事例の情報を提示するので、学生は全員参加による質疑、討議を行う。教員は、学生の病因・病態解析の能 

力を高める働きかけを行う。 

1)各事例の臨床所見、検査データ、看護記録をアセスメントし、その意味するものを考える。

2)授業では、発表、質疑、討議を通して、事例の病態像の解明をおこない、アセスメント、ならびに解明能力を養う。

3)学生による複雑かつ重篤な臨床像を呈する事例の提示とその解釈を試みる。

６．授業内容 

表に示す。 

７．成績評価の方法  

評価は、担当プレゼンテーションならびに授業への参加状況でみる。必要に応じて、レポートを課す。 

８．準備学習等についての具体的な指示 

随時指示する。 

９．参考書 

なし 

１０．履修上の注意事項 

積極的に質問し、討議に参加すること。 

１１．オフィスアワー 

担当教員 生命機能情報解析学分野  准教授 笹野 哲郎 

内線：5365  E-mail: sasano.bi@tmd.ac.jp 

オフィスアワーは特に定めないが、事前に連絡した上で訪問すること。 

１２．備考 
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１２．備考 

回数 月日 内 容 講師 

1 ガイダンス 井上 智子

2 専門看護師の教育的機能の理論と実際 井上 智子

3 専門看護師育成プログラムと教育的機能 井上 智子

4 専門看護師の看護ケア向上のための教育的関わりの実際 濱口 恵子

5 がん看護専門看護師としてのスタッフへの教育的関わり 濱口 恵子

6 教育的役割を果たすための能力開発 田上 美千佳

7 信頼関係形成、教育・相談機能、コンサルテーション能力とは 田上 美千佳

8 専門看護師の教育的機能の実際 木下 佳子

9 クリティカルケア看護専門看護師としてのスタッフへの教育的関わり 木下 佳子

10 人材育成の理論と実際（１） 本田 彰子

11 人材育成の理論と実際（２） 本田 彰子

12 看護師・専門看護師の継続教育の実際(教育内容、教育技法、教育評価) 亀岡 智美

13 看護ケア向上のための看護理論活用(理論検証とスタッフ教育) 亀岡 智美

14 看護組織における教育環境の改善 ―問題の明確化― 佐々木 明子

15 看護組織における教育環境の改善 ―改善計画作成― 佐々木 明子



─ 44 ─



─ 45 ─

 



─ 46 ─

看護研究方法論（国際比較研究） 

Research Design for Nursing（International Comparison） 

科目コード １２０9    1単位 (前期 火曜日 II時限) 

 

 

 

休  講（平成２７年度開講） 
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看護研究方法論（グランデッドセオリー） 

Research Design for Nursing（Grounded Theory） 

科目コード １２１０ 1単位 (後期 金曜日 Ⅲ、Ⅳ時限) 

１．担当教員 

井上 智子（本学先端侵襲緩和ケア看護学 教授） 

２．主な講義場所 

担当教員が指定する場所 

３．授業目的・概要等  

グランデッドセオリーの哲学的基盤（歴史を含む）と手法に関する理解を深める。特に、これまでに発展してきた多

様な手法について深く学び、クリティークや、災害看護学領域の研究において応用できる能力を修得する。 

４．授業の到達目標  

・質的研究の特性と基礎を学ぶ。 

・グランデッド・セオリー・アプローチを用いたデータ収集，データ分析の概要を学ぶ。 

・グランデッドセオリーによる研究実践と論文執筆の概要を知る。 

５．授業方法 

遠隔講義システムを用いて講義を行う。 

６．授業内容 

1 10月10日 

（金）Ⅲ限 
ガイダンス：授業科目の概要 井上 智子 

2 10月10日 

（金）Ⅳ限 
ガイダンス：履修方法と課題学習のすすめ方 同上 

3 10月24日 

（金）Ⅲ限 
看護学における質的研究 

戈木クレイグヒル 滋子 

（慶應義塾大学） 

4 10月24日 

（金）Ⅳ限 
グラウンデッド・セオリー・アプローチの概要 同上 

5 11月21日 

（金）Ⅲ限 
質的研究とグランデッドセオリーの概要 

山本 則子 

（東京大学） 

6 11月21日 

（金）Ⅳ限 
実際の分析過程と論文の執筆 同上 

7 1月23日 

（金）Ⅲ限 

グラウンデッド・セオリー・アプローチを用いたデータ収集の

実際－リッチなデータを収集する方法－ 

小原 泉 

（自治医科大学） 

8 1月23日 

（金）Ⅳ限 

グラウンデッド・セオリー・アプローチを用いたデータ分析の

実際－データから現象の構造とプロセスを説明する方法－ 
同上 

*日時・内容は講師都合等で変更されることがある。

７．成績評価の方法 

授業参加度、課題レポート等、総合的評価を行う。 

８．準備学習等についての具体的な指示 

その都度連絡する。 
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９．参考書 

・Beck , C.T. Ed.(2013) Routledge International Handbook of Qualitative Nursing Research, Routledge. 

・Corbin, J. & Strauss, A.(2008) Basics of Qualitative Research: Techniques and Procedures for Developing Grounded 

Theory Approach, 3rd ed., SAGE． 

・能智正博(2011) 質的研究法，東京大学出版会. 

・戈木クレイグヒル滋子 (2006) グラウンデッド・セオリー・アプローチ：理論を生み出すまで，新曜社. 

・戈木クレイグヒル滋子 (2008) 実践 グラウンデッド・セオリー・アプローチ：現象をとらえる，新曜社. 

・戈木クレイグヒル滋子編著 (2013) 質的研究法ゼミナール：グラウンデッド・セオリー・アプローチを学ぶ（第２版），

医学書院． 

・戈木クレイグヒル滋子 (2014) グラウンデッド・セオリー・アプローチを用いたデータ収集，新曜社 

 

１０．履修上の注意事項 

事前学習、事前課題等はその都度連絡する。 

 

１１．オフィスアワー 

  担当教員 先端侵襲緩和ケア看護学分野 教授 井上 智子 

  内線：5351 E-mail: tinoue.cc@tmd.ac.jp 

不定期、面談を希望する場合は事前にメールで連絡のこと、緊急の場合はこの限りではない。 

 

 

１２．備考 
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地域保健看護学演習Ａ 
Community Health Nursing Seminar A 

科目コード０１０２                2単位 (前期 金曜日 III・IV時限) 

 

１．担当教員 

佐々木 明 子 (本学地域保健看護学 教授) 

 

２．主な講義場所 

  3号館 19階 地域保健看護学研究室１他 

 

３．授業目的・概要等 

本科目の前半では、各学生の地域保健看護の研究課題をより効果的に進めること、後半では地域保健看護の高度な実

践力の修得をめざしている。  

地域保健看護の研究と実践力強化のために、地域保健看護研究の動向、概念、理論、研究計画、研究方法について学

ぶ。研究課題を現場の看護活動に参加して、調査や事例検討等によりまとめる実践的研究を行う。地域保健看護研究の

能力向 上を図るために、研究会、学会などに積極的に参加発表し、自己の研究を具体化する方法を修得する。 

地域の公的(行政的)サービスを中心とした看護実践力の強化をめざして実践例を用いた演習を行う。特に地域保健看 

護専門職者として地域の健康課題に取り組み、実践力強化、相談、指導、コーディネート、倫理的課題の調整を検討で

きる高度な実践能力を修得する。 

 

４．授業の到達目標 

1) 地域保健看護の研究法の修得 

(1) 地域保健看護の国内外の研究動向を学び、自己の研究課題の焦点を絞り、自己の研究の位置づけを明らかにでき る。 

(2) 地域保健看護の研究テーマと研究方法を具体化させるプロセスを習得できる。  

(3) 自己の研究テーマに関する地域保健看護研究をゼミ形式の授業で英文購読・自己の研究計画・データ解析・論文 

作成を発表・討論して、研究を効果的に進めるための方法を修得できる。  

2) 地域保健看護の高度な実践力の修得 

(1) 地域保健看護の現場の活動改善のための課題を明らかにし、その評価方法と改善への実践方法を検討できる。  

(2) 地域の公的サービスにおける地域保健看護専門職者として高いレベルの看護実践の方法を修得できる。  

(3) スタッフや他職種に対して指導相談ができる。  

(4) チームケアにおいてコーディネートを行い、リーダー的役割を果たすことができる。 

(5) 行政サービスに関連する看護について倫理的課題をとらえ、サービスの運営に関する課題を検討することができる。 

 

５．授業方法 

各学生の研究テーマや地域保健看護活動の関心事項を含めて、用意されたプログラムの中から学生が自ら文献検討や

現場の体験をまとめてプレゼンテーションし、討論をする。教員は講義もするが、ゼミ形式で進め個人的な指導相談も

行う。 基本的には学生の主体的な運営方法も学習体験として位置づけ、学生の必要性と経験に応じて教育計画を部分的

に強化する。 

 

６．授業内容  

別表のとおり 

 

７．成績評価の方法  

各学生の学習プロセス・プレゼンテーション・討論および課題レポートの内容に基づいて行う。 

 

８．準備学習等についての具体的な指示 

 各自の研究テーマと関連する地域保健看護活動に関する国内外の文献を熟読して授業に臨むこと。 

 

  

津田　紫緒（本学地域保健看護学　助教）
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１０．履修上の注意事項  

上記の内容は、変更の可能性がある。 

初回の講義日に今後の授業運営についてオリエンテーションを行うため、必ず出席すること。 

 

１１．オフィスアワー 

  担当教員 先端侵襲緩和ケア看護学分野 教授 井上 智子 

  内線：5351 E-mail: tinoue.cc@tmd.ac.jp 

不定期、面談を希望する場合は事前にメールで連絡のこと、緊急の場合はこの限りではない。 

 

１２．備考 

回 月日 内容 講師 

看護の対象としての成人期、向老期、老年期の人々が抱える以下の状況、課題、今後の展望について、 検討を深める。

１ 
 健康障害を持つ人々のQOLに関する看護研究概観  

―成人・老年・重症患者のQOL研究の今日的動向― 

井上智子 

矢富有見子 

２ 
 健康障害を持つ人々のQOLを高めるための看護支援  

―検証・介入研究を素材として- 
〃 

３ 
 健康障害を持つ人々の病体験とは  

―急性期、周手術期、重篤期にある患者の病体験― 
〃 

４ 
 健康障害を持つ人々の病体験の理解と看護支援  

―病体験、病みの軌跡と看護支援がもつ可能性― 
〃 

５ 
 家族員に重篤な健康障害を持つ人がいる家族の体験  

―クリティカル状況、がん告知、不動状態患者の家族― 
〃 

６ 
 重篤な健康障害を有する家族員を持つ家族への看護支援  

―重症患者家族への看護支援の課題― 
〃 

７ 
 健康障害を持つ人々のAdvocacyとその機能  

―Advocacyをめぐる今日の研究課題― 
〃 

８ 
 健康障害を持つ人々のAdvocacyと看護の役割  

―Advocacyと看護の役割機能― 
〃 

９ 
 健康障害を持つ人々のsearch for meaningとその意味  

―近年の看護研究文献の分析から①― 
〃 

１０ 
 健康障害を持つ人々のsearch for meaningと看護支援  

―近年の看護研究文献の分析から②― 
〃 

１１ 
 危機的な健康障害を持つ人々の全人的苦痛  

―クリティカル、重症患者への全人的アプローチ- 
〃 

１２ 
 健康障害を持つ人々の全人的苦痛と看護支援  

―Palliative CareとComfort Care- 
〃 

１３  生命危機にある人々への看護支援に資する看護理論について(1) 〃 

１４  〃                    (2) 〃 

１５  総括と評価 〃 
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先端侵襲緩和ケア看護学演習Ａ 
Critical and Invasive-Palliative Care Nursing Seminar A 

科目コード ０７０２    2単位(後期 月曜日 IV・V時限)  

 

 

１．担当教員 

井上 智子（本学先端侵襲緩和ケア看護学 教授） 

矢富有見子（本学先端侵襲緩和ケア看護学 講師） 

 

２．主な講義場所 

  担当教員が指定する場所 

 

３．授業目的・概要等 

先端医療や侵襲的治療を受ける人々が陥りやすい危機的状態について理解し、適切な看護支援を提供するために、危 

機理論、危機モデルを学ぶ。また危機事例の分析より、状況把握と判断能力を養い、危機状況にある人々への専門的看 護

支援方法について修得する。 

 

４．授業の到達目標 

1) クリティカルケアを必要とする人々がおかれている状況を理解する。  

2) 衝撃的な体験内容と、人間の反応に関するこれまでの研究成果としての危機理論の概観、歴史的変遷等を学ぶ。  

3) 代表的な危機モデルを学び、看護への応用を考える。  

4) 危機状況に陥った人々への専門的看護支援のあり方について、事例分析を通して修得する。  

5) クリティカル、重症患者に対する専門的看護支援の意義と可能性について考察する。 

 

５．授業方法 

クリティカル状況にある人々への専門的看護支援が提供できる能力を養うための関連文献の検索と詳読は、学生が主

体的に行い適宜教員のアドバイスを求める。  

危機、ストレス事例の作成と提示、分析に関しては、各学生のこれまでの経験事例もしくは演習によって体験した事

例をまとめ、事前に教員のアドバイスを受ける。  

その他、教員は学生の主体的な学習を支援するため、場・機会・資料提供なども行う。 

 

６．授業内容 

別表のとおり 

 

７．成績評価の方法  

演習A全般を通しての準備状況と学習的取り組み、事例作成と分析など提出レポート全般を通して評価する。 

 

８．準備学習等に関する具体的な指示 

  随時指示する。 

 

９．参考書 

ドナ・C・アギュララ(小松源助他訳):危機介入の理論と実際、川島書店 

(文献は別途提示) 

 

１０．履修上の注意事項 

上記の内容は、変更の可能性がある。 

 

 

１１．オフィスアワー 
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  担当教員 先端侵襲緩和ケア看護学分野 教授 井上 智子 

  内線：5351 E-mail: tinoue.cc@tmd.ac.jp 

不定期、面談を希望する場合は事前にメールで連絡のこと、緊急の場合はこの限りではない。 

 

１２．備考 

 

 

回数 月 日 内  容 担当教員 

１  危機理論の歴史的概観(1) 
井上智子 

矢富有見子 

２  危機理論の歴史的概観(2) 〃 

３  危機理論と危機モデル(1)ショック性危機 〃 

４  危機理論と危機モデル(2)消耗性危機 〃 

５  事例報告と事例分析に向けて：ショック性危機、消耗性危機 〃 

６  危機事例作成① 〃 

７  危機事例作成② 〃 

８  危機事例分析と発表③ 〃 

９  ストレス研究の歴史的概観 〃 

１０  ラザルスのストレス・コーピングモデル 〃 

１１  看護におけるストレス研究の変遷 〃 

１２  ラザルスのストレス・コーピングモデルを用いた看護研究の分析(1) 〃 

１３  〃      (2) 〃 

１４  看護研究分析の発表と質疑 〃 

１５  総括と評価 〃 
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先端侵襲緩和ケア看護学特論Ｂ 

Critical and Invasive-Palliative Care Nursing Lecture B 

科目コード ０７０３       2単位(後期 月曜日 III時限) 

 

１．担当教員 

井上 智子 (本学先端侵襲緩和ケア看護学 教 授)  

櫻井 文乃 (聖 路 加 看 護 大 学 助 教)  

荒井 知子 (杏林大学医学部付属病院 専門看護師)  

比田井理恵 (千葉県救急医療センター 専門看護師)  

矢富有見子（本学先端侵襲緩和ケア看護学 講師） 

 

２．主な講義場所 

  担当教員が指定する場所 

 

３．授業目的・概要等  

重篤患者、侵襲的治療を受ける患者や家族に対する看護実践の国際的状況とわが国の特色を理解し、臨床の課題分析 

および将来の臨床看護実践への専門的取り組みの必要性を学ぶ。特に拘束・不動状況にある人々が有する倫理的問題を 

解決するための専門的役割、ケアシステム論、援助方法論を含め理論的基盤を修得する。 

 

４．授業の到達目標 

1) クリティカル状況にある人々の特性や環境を理解し、実践や研究での課題を明らかにする。  

2) 心身の苦痛の激しい状況にある人々のアセスメント方法を学ぶ。  

3) 苦痛状況にある人々への苦痛緩和のための看護支援のあり方を学ぶ。  

4) 拘束・不動状況における個人の尊厳と倫理的問題、意思決定とその看護支援方法について学ぶ。  

5) 拘束・不動状況にある人々への問題解決と看護ケアの質向上を目指す研究的取り組みについて学び、問題状況把握の 

ための方略を知る。 

 

５．授業方法  

ゼミ形式による。上記の内容について提示文献、ならびに文献検索等で得られた資料を基にプレゼンテーションを行

う。 ゼミの運営は学生の主体的行動を軸とする。 非常勤講師の授業に関しては、事前学習内容と授業運営方法と準備

について連絡を取り、支障のない運営を心がける。 

 

６．授業内容 

別表のとおり 

 

７．成績評価の方法 

特論Bへの準備、授業への参加状況によって評価する。 

 

８．準備学習等についての具体的な指示 

  随時指示する。 

 

９．参考書 

N・レイク、M・ダビットセン(平山正実他監訳):癒しとしての痛み、岩崎学術出版社 

(文献は別途提示) 

 

１０．履修上の注意事項 

上記の内容は、変更の可能性がある。 
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１１．オフィスアワー 

  担当教員 先端侵襲緩和ケア看護学分野 教授 井上 智子 

  内線：5351 E-mail: tinoue.cc@tmd.ac.jp 

不定期、面談を希望する場合は事前にメールで連絡のこと、緊急の場合はこの限りではない。 

 

１２．備考 

 

回 月 日 内  容 講師 

１  クリティカル状況にある人々とその家族のLoss & Grief① 

―人間にとっての喪失と痛み、悲嘆― 

井上智子 

矢富有見子 

２  クリティカル状況にある人々とその家族のLoss & Grief②  

―家族員を失うことの痛み、悲嘆と生じる問題― 

井上智子 

矢富有見子 

３  クリティカル状況にある人々への緩和ケアとケアリング①  

―重症患者へのComfort Care― 

比田井理恵 

４  クリティカル状況にある人々への緩和ケアとケアリング2② 

―全人的痛みへの看護支援― 

比田井理恵 

５  
クリティカルケア看護における患者アセスメント① 

荒井知子 

６  
クリティカルケア看護における患者アセスメント② 

荒井知子 

７  拘束・不動状態にある重症患者への看護ケア①  

―拘束・不動状態における倫理的問題- 

櫻井文乃 

８  拘束・不動状態にある重症患者への看護ケア②  

―問題解決に向けた看護支援- 

櫻井文乃 

９  クリティカル状況にある患者・家族の意思決定と看護支援①  

―周手術期患者の持つ倫理的問題― 

井上智子 

矢富有見子 

１０  クリティカル状況にある患者・家族の意思決定と看護支援② 

―周手術期患者の倫理的問題解決のための看護支援- 

井上智子 

矢富有見子 

１１  
拘束・不動状態で生じる心身の問題と看護ケア(事例分析)① 

井上智子 

矢富有見子 

１２  
拘束・不動状態で生じる心身の問題と看護ケア(事例分析)② 

井上智子 

矢富有見子 

１３  
拘束・不動状況にある人々のフィジカルアセスメントと看護支援① 

井上智子 

矢富有見子 

１４  
拘束・不動状況にある人々のフィジカルアセスメントと看護支援② 

井上智子 

矢富有見子 

１５  
総括と評価 

井上智子 

矢富有見子 
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先端侵襲緩和ケア看護学演習Ｂ 
Critical and Invasive-Palliative Care Nursing Seminar B 

科目コード ０７０４    2単位(後期 火曜日III・IV時限)  

 

１．担当教員 

井上 智子 (本学先端侵襲緩和ケア看護学 教 授)  

吉田 千文 (聖 路 加 看 護 大 学 教 授)  

飯塚 裕美 (亀田総合病院 専門看護師)  

木下 佳子 (NTT東日本関東病院 専門看護師)  

渡邊 朱美 (前 東 京 医 科 歯 科 大 学 大 学 院)  

矢富有見子（本学先端侵襲緩和ケア看護学 講師） 

 

２．主な講義場所 

  担当教員が指定する場所 

 

３．授業目的・概要等  

クリティカルケア看護における専門的看護実践能力を育成するために、特論、演習Aおよび実習と有機的に連繋させ

て行う。  

重篤患者、侵襲的治療を受ける患者への看護のスペシャリストとして、卓越した実践能力、指導的役割、コンサルテ

ーション、コーディネーション、研究活動、倫理的問題調整能力を育成するために、関連分野の講義に引き続き、課題 に

応じたゼミ(事例検討)、討議、演習を行う。また関連する国内外の研究会、学会等への積極的参加、実習・研修等 を行

い、看護実践活動を体系的・客観的に評価・検討する能力を修得する。 

 

４．授業の到達目標 

1)  専門看護師として必要な専門的実践能力、指導的役割、コンサルテーション、コーディネーション、研究的取り組

み、倫理的課題への対処・調整能力を養うために、様々な状況、場面、課題に応じた演習を行い、知識・技術・態度

を修得する。  

2)  クリティカルケア看護において特に重要とされる重篤・重症患者への全人的緩和ケア能力と倫理的課題への対処・

調整能力を育成・強化するために、演習、事例分析に取り組み、効果的な支援方法を学ぶ。  

3)  クリティカルケア看護の質向上のため、実践した看護ケアの体系的・客観的評価システム構築での専門看護師の役

割を知る。 

 

５．授業方法 

テーマに沿った講義の後、学生の主体的な資料作成、事例提供により演習を進める。教員は、学生の主体的な学習促 

進のための場・機会・資料提供・助言などを行う。  

 

６．授業内容 

別表のとおり 

 

７．成績評価の方法 

演習Bの事前学習状況、授業への参加度と、課題に応じた資料・レポート作成によって評価する。 

 

８．準備学習等についての具体的な指示 

  随時指示する。 

 

９．参考書 

 

１０．履修上の注意事項 

上記の内容は、変更の可能性がある。 
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１１．オフィスアワー 

  担当教員 先端侵襲緩和ケア看護学分野 教授 井上 智子 

  内線：5351 E-mail: tinoue.cc@tmd.ac.jp 

不定期、面談を希望する場合は事前にメールで連絡のこと、緊急の場合はこの限りではない。 

 

１２．備考 

 

回 月 日 内  容 講師 

１  クリティカルケア看護の専門看護師の要件と各学生の課題の明確化 
井上智子 

矢富有見子 

２  クリティカルケア看護における支援技術に関する研究の動向:概論 井上智子 

３  
クリティカル状況にある人々の倫理的問題と看護支援①  

―起こりうる倫理的諸問題とその背景― 
飯塚裕美 

４  
クリティカル状況にある人々の倫理的問題と看護支援② 

―遺伝性疾患患者・家族への看護支援の実際と課題― 
飯塚裕美 

５  移植看護の今日的動向① 渡邊朱美 

６  移植看護の今日的動向② 渡邊朱美 

７  クリティカルケア看護における継続ケアのためのコーディネーション① 吉田千文 

８  クリティカルケア看護における継続ケアのためのコーディネーション② 吉田千文 

９  クリティカルケア看護における管理とコンサルテーション① 木下佳子 

１０  クリティカルケア看護における管理とコンサルテーション② 木下佳子 

１１  
クリティカルケア看護におけるコンサルテーション:  

事例分析(1)倫理的問題を有する患者 

井上智子 

矢富有見子 

１２  
クリティカルケア看護におけるコンサルテーション:  

事例分析(2)術後せん妄、精神症状を呈する患者 
〃 

１３  
クリティカルケア看護における指導的役割:  

事例分析(3)ポストクリティカルケア(一般病棟)への教育的役割 
〃 

１４  
複雑な問題を有するクリティカル状況にある患者・家族へのケア:  

事例分析(1)臓器移植と患者の意思、家族の意思 

井上智子 

矢富有見子 

１５  事例分析(2)治療法選択と意思決定 〃 
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先端侵襲緩和ケア看護学実習 
Critical and Invasive-Palliative Care Nursing Practicum 

科目コード ０７０５    6単位 

             

 

１．担当教員 

井上 智子 (本学先端侵襲緩和ケア看護学 教授)  

矢富有見子（本学先端侵襲緩和ケア看護学 講師） 

各実習施設指導者  

 

２．主な講義場所 

  担当教員が指定する場所 

 

３．授業目的・概要等 

専門看護師の受験資格を得ることを主目的として、本実習は設定されている。各学生のクリティカルケア看護のス

ペシャリストとしての能力をより効果的に高めるために、特論A・B、演習A・B、専門看護師共通科目さらには特別

研究と有機 的に連鎖させて履修する。 

急性・重症患者看護専門看護師に求められる卓越した実践、スタッフや他職種への教育的・指導的役割、コーディ

ネー ション、コンサルテーション機能、研究的姿勢、倫理的問題への対処等の能力形成への基盤となる実習を展開す

る。 

 

４．授業の到達目標  

1) クリティカル期にある患者とその家族の尊厳を守り倫理的問題に対処することができる。  

2) あらゆる重症・重篤患者に対して的確な知識と方法で身体的状態についてのアセスメントができる。  

3) 患者の心身の苦痛のアセスメントとそれを緩和するための適切なケアが提供できる。  

4) 治療環境を総合的に管理し、クリティカルケアにおける看護の質向上のための変革要員として貢献することができる。  

5) 実践の評価や、システム改善、倫理的問題への対処のための研究的態度を養う。  

6) ポストクリティカル期にある患者へのケアの調整とセルフケアに向けた教育的関わりができる。 

 

３．実習場の要件ならびに実習機関  

急性・重症患者看護専門看護師としての活動が想定され、常時集中治療を受ける患者を相当数受け入れている、ある 

いはポストクリティカルケアを実施している施設にて実習を行う(詳細別掲)。 

 

５．授業方法 

1) 学生の関心領域における実習場で、大学院研究科先端侵襲緩和ケア看護学担当の教員が指導に当たる。  

2) 学生の関心領域における実習場で、実習指導や調整にあたる指導者を定め、大学院研究科の教員との密な連繋の

もとに実習指導者の指導を受けながら実習を行う。 

3) 実習日毎に、1実践、2指導、3調整、4相談、5倫理的問題への対処のうち、主に実習した内容を記録し、その 

内容をもとに実習目標の達成度をはかり、目標達成に向けた実習計画を修正・実行する。  

4) ①実践、②指導、③調整、④相談、⑤倫理的問題への対処に関し、対応した事例をもとにレポートを提出する。 

 

６．授業内容 

1)具体的実習目標 

科目の教育方針ならびに実習目的、さらには次表に示す具体的実習目標に基づき、各学生が実習計画を立てて実習

する。具体的実習目標は、専門看護師に必要とされる6つの能力を効果的に修得するために設定されているので、実習

前にそれぞれの目標達成のための行動スケジュールを担当教員と実習場の指導者に提出する。 

2)実習期間、実習時間  

指導教員、施設側と相談の上、大学院前期課程において効率的な時期と期間を設定する。定期的な履修の他に、夏

期休暇などを利用した集中的な履修も効果的である。  

3)実習記録、レポート 

①実習予定表、②日々の実習記録、③最終レポート、からなる。書式は別途定める。 
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７．成績評価の方法 

 実習の事前学習状況、実習への参加度と、実習記録およびレポート作成によって評価する。 

 

８．準備学習等についての具体的な指示 

 随時指示する。 

 

９．参考書 

 随時指示する。 

 

１０．履修上の注意事項 

上記の内容は、変更の可能性がある。 

 

１１．オフィスアワー 

  担当教員 先端侵襲緩和ケア看護学分野 教授 井上 智子 

  内線：5351 E-mail: tinoue.cc@tmd.ac.jp 

不定期、面談を希望する場合は事前にメールで連絡のこと、緊急の場合はこの限りではない。 

 

１２．備考 
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高齢社会看護ケア開発学特論Ａ 
Geriatric Nursing and Administration Lecture A 

科目コード ０８０１    2単位(前期 金曜日 I・II時限)  

  

１．担当教員 

緒方 泰子（本学高齢社会看護ケア開発学 教授） 

石川ひろの（東京大学大学院医学系研究科 准教授） 

 

２．主な講義場所 

  担当教員が指定する場所 

 

３．授業目的・概要等 

高齢者看護に関する理論・専門的知識や研究方法を学び、効果的な実践や包括的なケアシステム開発を推進してい

ける能力を養成する。  

高齢者看護のスペシャリストとして健康問題に対応し、問題解決できるように、高齢者とその家族の身体的・精神

的・社会的な多側面からの探求の方法を学ぶ。 

 

４．授業の到達目標 

1)   高齢者と家族の健康生活を適切な指標を用いてアセスメントし、より専門的な知識と技術に基づいて看護援助を行

うための理論と実践方法を修得する。 

2)   チーム医療における高齢者看護の役割と機能を理解し、専門的な理論と技術をもって介入し、支援できる能力を修

得する。  

3)   高齢者の保健医療福祉に関する制度や施策・政策について理解し、専門職としての役割と機能を発揮できる能力を

修得する。 

 

５．授業方法 

基本的にはゼミ形式で、教員による講義や学生のプレゼンテーションを行い、全体で討論を行うことにより学習を深

める。運営は学生の主体性を尊重するが、高齢者看護学の専門的知識を網羅するために担当教員からの資料提供およ

び講評 も行う。 

 

６．授業内容 

別表のとおり。授業日時、内容は変更することがある。 

 

７．成績評価の方法 

評価は、授業への参加状況、学習状況、プレゼンテーションや課題レポートの内容等にもとづいて行う。 
 

８．準備学習等についての具体的な指示 

  随時指示する。 
 

９．参考書 

  随時指示する。 
  

１０．履修上の注意事項 

授業日時、内容は変更されることがある。 

 

１１．オフィスアワー 

  担当教員 高齢社会看護ケア開発学分野 教授 緒方 泰子 

  連絡先: yogata.gh@tmd.ac.jp 

オフィスアワーは特に定めないが、事前にアポイントをとった上で訪問すること。 
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高齢社会看護ケア開発学演習Ａ 
Geriatric Nursing and Administration Seminar A 

科目コード ０８０２ 

2単位(前期 金曜日 I・II時限) (後期 金曜日 III時限)  

１．担当教員 

 緒方 泰子（本学高齢社会看護ケア開発学 教授） 

 西岡みどり（国立看護大学校 教授） 

 米倉 佑貴（東京大学社会科学研究所附属社会調査・ﾃﾞｰﾀｱｰｶｲﾌﾞ研究ｾﾝﾀｰ 助教） 

 

２．主な講義場所 

  担当教員が指定する場所 

 

３．授業目的・概要等 

高齢者看護領域においてスペシャリストとして援助活動を実践できる能力を身につけるとともに、チーム医療を推進

し、ケアシステムの課題を解決するために、実践、相談、教育活動を研究的に取り組んでいける能力を身につける。  

また、高齢者看護やケアシステムに関する課題と国際的な動向を知るとともに、専門看護師として、実践を効果的に

進めていくために必要な概念、理論、介入方法や研究方法について学ぶ。 

 

４．授業の到達目標 

1) 高齢者看護に関する国内外の研究の動向を把握するとともに、高齢者看護学領域における研究課題を理解する。  

2) 高齢者看護における研究方法について学び、実践の改善に活用できる。  

3) 高齢者看護学の領域において、チームの他のメンバーとともに研究的に実践を推進できる能力を修得する。  

4) 高齢者看護に関する研究方法を修得し、課題解決のために役立てることができる。 

 

５．授業方法 

高齢者看護のスペシャリストとしての能力を養うために必要な実践上の課題に即した報告や研究論文のクリティーク

を行うとともに、各学生の実践・研究に関する内容を検討する。  

高齢者看護について実践的な、幅広い知識と技術を修得するために、関連する実践活動や学会、研修活動へ参加を促

す。 

 

６．授業内容 

別表のとおり。授業日時、内容は変更することがある。 

 

７．成績評価の方法 

評価は、授業への参加状況、学習状況、プレゼンテーションや課題レポートの内容等にもとづいて行う。 
 

８．準備学習等についての具体的な指示 

  随時指示する。 

 

９．参考書 

 随時提示する。 

 

１０．履修上の注意事項 

授業日時、内容は変更されることがある。 

 

１１．オフィスアワー 

  担当教員 高齢社会看護ケア開発学分野 教授 緒方 泰子 

  連絡先: yogata.gh@tmd.ac.jp 

オフィスアワーは特に定めないが、事前にアポイントをとった上で訪問すること。 
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高齢社会看護ケア開発学特論Ｂ 

Geriatric Nursing and Administration Lecture B 

科目コード ０８０３    2単位 (後期 金曜日 I・II時限) 

  

 

１．担当教員 

緒方 泰子 （本学高齢社会看護ケア開発学 教授） 

 

２．主な講義場所 

  担当教員が指定する場所 

 

３．授業目的・概要等 

高齢者看護の専門職の機能と役割を果たすために、高齢者、家族援助における対人関係の特質を理解し、看護技術、相

談、教育に関する専門的・実践的知識と援助技術を修得する。また、高齢者看護の行われる病院・施設や在宅の場の違

いや特質に応じた援助を実践するために必要な援助の理論と方法・技術を身につける。 

 

４．授業の到達目標 

1)  対人的な援助関係における理論と技術を深めるとともに、家族を含めた看護援助において効果的なアプローチがで

きる能力を修得する。  

2)  高齢者を支えるケアチームにおいてケアマネジメント、スーパービジョン、コンサルテーションの理論と実際を学

び、課題を解決できる能力を修得する。  

3)  病院や施設において、ターミナルケアを含む高齢者看護を効果的に行うために、ケアマネジメント、ケアユニット

におけるチームアプローチを推進できる能力を修得する。  

4)  在宅の高齢者と家族の健康課題を総合的にアセスメントし、適切なソーシャルサポートを導入し、活用することに

よって、課題を解決できる能力を修得する。 

 

５．授業方法 

基本的にはゼミ形式で、教員による講義や学生のプレゼンテーションを行い、全体で討論を行うことにより学習を深める。 

 

６．授業内容 

別表のとおり。授業日時、内容は変更することがある。 

 

７．成績評価の方法 

評価は、授業への参加状況、学習状況、課題レポートの内容等にもとづいて行う。 
 

８．準備学習等についての具体的な指示 

  随時指示する 

 

９．参考書 

  随時指示する 

 

１０．履修上の注意事項 

授業日時、内容は変更されることがある。 

 

１１．オフィスアワー 

  担当教員 高齢社会看護ケア開発学分野 教授 緒方 泰子 

  連絡先: yogata.gh@tmd.ac.jp 

オフィスアワーは特に定めないが、事前にアポイントをとった上で訪問すること。 
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１１．オフィスアワー 

  担当教員 高齢社会看護ケア開発学分野 教授 緒方 泰子 

  連絡先: yogata.gh@tmd.ac.jp 

オフィスアワーは特に定めないが、事前にアポイントをとった上で訪問すること。 

 

 

１２．備考 

数 内 容 担当教員 

1～6 高齢者・家族ケアへの看護活動の場(病院・施設、在宅)と展開事例の検討  

・高齢者の心理的課題と援助の実際  

・高齢者に多い疾患・症状と援助事例の展開 

緒方 泰子 

7～10 ・高度医療を要する高齢者への援助  

・困難事例の高齢者・家族への援助  

・高齢者のサポートシステムの活用と展開 

緒方 泰子 

11・12 ソーシャルサポートと看護援助の実際  

・ソーシャルサポートと地域ケアの展開  

・精神的障害を持つ高齢者への援助 

緒方 泰子 

13・14 電話、面接相談などの場における看護活動と援助の実際 緒方 泰子 

15～18 チーム医療と高齢者看護の展開  

・看護管理者の役割と援助の展開  

・高齢者のケアマネジメントの展開事例 

緒方 泰子 

19・20 継続ケアと地域における高齢者看護の展開  

・ディスチャージプランナーの活動の実際  

・多職種・多機関との連携  

・社会資源の活用の実際  

・訪問看護活動の実際  

・行政における活動の展開 

21～24 高齢者看護の周辺の課題(1)  

・高齢者と薬物管理 ・高齢者看護と口腔ケア  

・高齢者看護と栄養管理 

25～28 高齢者看護の周辺の課題(2)  

・高齢者虐待における倫理的課題と援助の実際  

・高齢者ケアと経済的課題  

・高齢者ケアにおける法的課題(含む成年後見制度)  

・高齢者ケアにおける評価指標と評価法  

・高齢者ケアと教育的課題 

諸外国における高齢者医療保健福祉制度と看護活動の実際  

高齢者看護の実践上の研究課題と倫理的視点 
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１１．オフィスアワー 

  担当教員 高齢社会看護ケア開発学分野 教授 緒方 泰子 

  連絡先: yogata.gh@tmd.ac.jp 

オフィスアワーは特に定めないが、事前にアポイントをとった上で訪問すること。 

 

１２．備考 

高齢者看護専攻の実習内容(実習別紙1) 

実習目的 実習内容 

老年看護専門看護師の大学院教

育 として必要とされる能力を身

につける。 

高齢社会看護ケア開発学特論A,B、高齢社会看護ケア開発学 I演習A,II演習A,
演習Bなどの学習の内容をもとに、実習目的が達成できるように専攻分野専門

科目について、4週間(6単位)以上にわたる実習を行う。1.ケースレポートを3

例以上(必ず認知症高齢者看護に関するものを含む)作成する。2.選択しなか

った専攻分野の看護活動を体験し、看護上の課題を論述 するレポートを作成

する。3.老年看護専門看護師相当の指導者(師長、看護部 長など)とともに、

看護活動計画、スタッフ教育、相談、調整を行いレポート を作成する。4.

老人看護組織・機関における実践的、実態的研究課題について レポートを作

成する。 

1.高齢者の看護過程の展開方法 

(看護活動計画) 
 

 

 

2.調整機能およびスタッフ教育 

のための具体的な理論と実践

の 課題 (スタッフ教育) 
 

 

 

3.相談(コンサルテーション)の 

意義・方法 (相談) 
 

 

 

 

 

4.調整機能に関する理論の実践 

上における展開(調整) 

 

 

 

5.専門の組織・機関における研 

究課題の実践的実態的視点の

考察  

 

6.実践活動における倫理的配慮 

 

認知症を有する事例を含め、高齢者看護の基本的な看護過程の理論、実践を

学 び、家族調整、社会的なサポートを含め、具体的かつ系統的な看護プラン

を作成するとともに、問題解決のために実践し、内容を評価することができ

るよう 実習を行う。 

 

介護保険制度などの諸制度を踏まえ、老人専門病院、施設、機関における調

整 機能の理論、方法を学び、チーム内における看護専門職としての役割や実

践内 容を助言し、看護活動のプランニングをすることができるようにする。

また、 他職種への調整内容や具体的な視点を捉えながら、看護実践活動にお

ける課題 についてスタッフ教育ができるように実習を行う。 

 

身体的機能および精神的な機能の減退(認知症など)の評価をするとともに効

果 的な介入の理論を実践看護活動の場で展開することができる。特に病院、

施設、 機関別にその課題や展開の相違を整理するともに、各々の問題解決の

ためのケ アプランを作成し、ケア提供方法、社会資源の調整、ケアシステム

の構築、さ らにケアチームの中でコンサルテーションを体験できるように実

習を行う。 

 

実践において事例に関する具体的な調整のための介入を行い、プロセス、効

果 の評価を行うとともに、今後の課題と対策を整理し、その内容を実践に還

元する働きかけをすることができる。ケアチームの中で調整機能を行うため

の実践 活動を実習で行う。 

 

実践の中の課題を今後の研究課題として提示するとともに、実践指導者とと

もに研究の推進ができるように、実習で体験したことについてレポートを作

成する。 

 

倫理的配慮は看護援助の基本的な考えとしての土台である。看護実践におけ

る事例 への看護過程場面で、倫理的判断の必要とされる看護活動の側面を理

解し、その状 況に応じた具体的支援方法に関する実習を守秘義務や専門職の

関わり方の基本的な 倫理的配慮をもって行う。 
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８．準備学習等についての具体的な指示 

  随時指示する。 

 

９．参考書 

  随時指示する。 

 

１０．履修上の注意事項 

  授業日時、内容等は変更することがある。 

 

 １１．オフィスアワー 

  担当教員  高齢社会看護ケア開発学分野 教授 緒方 泰子 

  連絡先: yogata.gh@tmd.ac.jp 

オフィスアワーは特に定めないが、事前にアポイントをとった上で訪問すること。 

 

１２．備考 

回数 月 日 授業内容 担当教員 

１～４ 

 

 

５～８ 

 

 

 

９～１３ 

 

 

 

 

 

 

１４～１８ 

 

 

 

 

 

１９～２３ 

 

 

 

２４～２７ 

 

２８～３０ 

 1) 高齢社会における看護ケアの開発に関連する理論の検証と理論開発のた

めの 知識と方法 

 

2) 高齢社会における看護ケアの開発に関連する諸制度(診療報酬制度、医療

保 険、介護保険など) 

・ケアシステムとケア提供方法の国際的動向 

 

3) ケースマネジメントの理論とその技術的実践展開方法  

・ケアの対象や機関別のケア提供技術・方法  

・アセスメント・ケアプラン・評価  

・社会資源開発と利用法 

・ケアマネジメント  

・チームケア、コスト管理  

 

4）高齢社会におけるケアの質保証 

・高齢社会における看護ケアおよびシステム開発 

・質評価の方法 

・組織文化 

・リスク管理 

 

5） 文献検討、研究の準備と研究の遂行過程の具体的な方法  

・システマティックレビューの方法  

・Evidence-based Nursing 
 

6) プロジェクト研究や国際的学際的研究への参加と研究方法の展開 

 

7） 国内外の学会および学術誌への論文等の作成方法・発表方法 国際的学

際的研究の進め方 

 

緒方 泰子
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生体検査科学専攻
博士（前期）課程授業概要
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授業概要

博士課程看護先進科学専攻と博士（前期）課程生体検査科学専攻の共通科目

授業科目名

（科目コード）

必

修

選

択
講 義 等 の 内 容 担当教員

医療情報学

（２００１）
２

看護先進科学と生体検査科学の双方の学生に必要な最新の情報をアップデー

トすることを目的とする。オムニバス方式の講義により、先端医療、チーム医

療、脳科学、情報科学、病院経営、医療関連の技術開発など広範囲なトピック

をカバーする。 

教 授

伊藤 南

看護先進科学

専攻長

病因･病態解析学

（２００２）
２

オムニバス方式で各種疾患について講義を行い､検査情報から病因・病態を解

析する手法を教授する。生体検査科学の学生は検査の役割と臨床のニーズを理

解し、看護先進科学の学生は看護の視点から検査情報を活用する能力を修得す

る。

教 授

角 勇樹

准教授

笹野 哲郎

博士（前期）課程生体検査科学専攻

授業科目名
必

修

選

択
講 義 等 の 内 容 担当教員

分子生命情報解析学

特論Ａ－１

（３００１）

４

ゲノム情報、プロテオミクス情報の急速な解明によって、生命情報の何が明

らかになって、何が未解明であるのか…。研究者として、高度専門職として、

常に問題意識を持って独力で探求して行く能力が求められている。本講座で

は、批判的精神と柔軟な感性によって、国際誌に発表された最先端の研究成

果を独力で理解する能力を養成する。
教 授

赤澤 智宏

分子生命情報解析学

実験Ａ－１

（３００２）

２

学部教育において習得した生命科学の知識・技術を基盤として、問題解決の

為に何が求められているかを論理的に組み立てて行く能力を養う。最新の研

究技術に対して、臆する事なく果敢に挑戦し導入する前向きな研究者として

の姿勢を育成する。

分子生命情報解析学

特論Ａ－２

（３００３）

４

細胞内情報伝達と代謝の観点から生命活動を理解し、そのための基礎的知識

と論理的な思考方法を訓練する。代謝学、分子生物学と細胞生物学などを学

び、細胞内エネルギー代謝機構を解析するための研究方法を修得する。 准教授

鈴木 喜晴分子生命情報解析学

実験Ａ－２

（３００４）

２

代謝学の観点から生命活動を理解し、そのための基礎知識と論理的な思考方

法を訓練するとともに、それを解析する実験を行う。

形態・生体情報解析学

特論Ａ（３１０１）
４

人体の構造と機能について理解を深めるとともに、形態系検査ならびに生理

学的検査を解析するために必要な基礎的な方法論と技術論を学び、その応用

に関する研究方法を修得する。 教 授

星 治
形態・生体情報解析学

実験Ａ（３１０２）
２

人体の構造と機能について理解を深めるとともに、形態系検査ならびに生理

学的検査を解析するために必要な基礎的な方法論と技術論を学び、その応用

に関する実験を行う。

生命機能情報解析学

特論Ａ（３２０１）
４

分子・細胞レベルから器官までの個々の要素が統合されたシステムとしての

生体のはたらきを、測定、解析する検査法について学ぶ。とくに、神経や循

環などの臨床生理学的検査、画像診断検査について理論や技術を学び、さら

に、それらを応用した研究方法を修得する。

教 授

角 勇樹

准教授

笹野 哲郎生命機能情報解析学

実験Ａ（３２０２）
２

分子・細胞レベルから器官までの個々の要素が統合されたシステムとしての

生体のはたらきを、測定、解析する検査法、とくに神経や循環機能の臨床生

理学的検査、画像診断検査について理論や技術を学び、さらに、それらを応

用した実験を行う。

生体機能支援システム学

特論Ａ

（３３０１）

４

本科目では視覚情報処理についての古典的な論文を題材に、生体現象の記録

から数理的解析やシステム論へと発展する経過を学び、生体現象の理解に工

学的な観点を持ち込むことの意義を考える。
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分子生命情報解析学特論Ａ-１ 
Biochemistry and Biophysics Lecture  A- 1 

科目コード ３００１    4単位(前期 月曜日 I・II時限) 

 

１．担当教員 

赤澤 智宏 (本学分子生命情報解析学 教授) 

 

２．主な講義場所 

  3号館15階大学院講義室Ｉ 

 

３．授業目的・概要等  

ゲノミクス、プロテオミクスの解析がもたらした生命科学の新しい展開を理解し、細胞生物学、神経科学の領域におけ

る最先端の研究を紹介し、討議を通じて論理的考え方を身につける。学生の積極的な参加を必須とする。 

 

４．授業の到達目標  

1)細胞内情報伝達系の理解  

2)細胞内遺伝子発現の制御機構  

3)細胞内タンパク質の発現制御  

4)細胞間情報伝達のモデルとしての神経系の理解 

 

５．授業方法 

レビュー形式の講義、学生に割り振る論文の内容紹介。  

 

６．授業内容 

回 月 日 授業内容 担当教員 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

１０ 

１１ 

１２ 

１３ 

１４ 

１５ 

 総論:情報伝達の概念(ホルモン、神経伝達物質、オータコイドなど)  

受容体の認識機構とその情報制御、増幅、変換系  

セカンドメッセンジャーと細胞内情報伝達系 

情報伝達物質各論  

核内受容体とその作用機構  

遺伝子レベルでのタンパク質の発現制御  

細胞内タンパク質の生涯-分解系に関する最新の知見1  

細胞内タンパク質の生涯-分解系に関する最新の知見2  

細胞内タンパク質の生涯-分解系に関する最新の知見3  

神経発生の基礎-パターン形成  

神経回路の形成過程  

記憶形成の分子機構-海馬における長期増強現象  

記憶形成の分子機構-小脳における長期抑圧現象  

記憶形成の分子機構-扁桃体を中心とした恐怖記憶の獲得・維持  

分子機能から行動まで(from molecules to behaviors) 

赤澤智宏 

赤澤智宏 

 赤澤智宏 

 赤澤智宏 

 赤澤智宏 

 赤澤智宏 

 赤澤智宏 

 赤澤智宏 

 赤澤智宏 

 赤澤智宏 

 赤澤智宏 

 赤澤智宏 

 赤澤智宏 

 赤澤智宏 

 赤澤智宏 
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７．成績評価の方法 

出席とレポートを課す。 

 

８．準備学習等についての具体的な指示 

  特になし 

 

９．参考書 

  特になし 

 

１０．履修上の注意事項 

 

１１．オフィスアワー 

  メールにて事前に都合を確認して下さい。 

  担当教員 分子生命情報解析学分野 教授 赤澤 智宏 

  内線：5362  E-mail: c.akazawa.bb＠tmd.ac.jp 

 

１２．備考 
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分子生命情報解析学実験Ａ-１ 

Biochemistry and Biophysics Experiment  A- 1 

科目コード ３００２    2単位(前期 金曜日 III-V時限) 

１．担当教員 

赤澤 智宏 (本学分子生命情報解析学 教授) 

 

２．主な講義場所 

  担当教員が指定する場所 

 

３．授業目的・概要等  

学部教育において習得した生命科学の知識・技術をもとに、自らの力で研究計画を立て、実験を行うための指導を行う。 

 

４．授業の到達目標  

1)独力で論文をまとめるに足る論理的思考能力の養成。  

2)最小限で最大の結果を得られるような効率的実験計画の立案と実行力の養成。  

3)新しい技術進歩に対して積極的に挑戦する前向きな研究姿勢を養う。 

 

５．授業方法 

 論文輪読、実習 

 

６．授業内容 

回 月 日 授業内容 担当教員 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

 遺伝子発現の解析法  

タンパク質の発現・解析法  

哺乳動物細胞への遺伝子導入法  

神経細胞の初代培養法  

組織特異的遺伝子発現の解析法  

特異的抗体の作成と解析法  

免疫組織学的解析法 

赤澤智宏 

赤澤智宏 

赤澤智宏 

赤澤智宏 

赤澤智宏 

赤澤智宏 

赤澤智宏 

 

７．成績評価の方法 

  出席、レポート 

 

８．準備学習等についての具体的な指示 

  特になし 

 

９．参考書 

  特になし 

 

１０．履修上の注意 

  特になし 

 

１１．オフィスアワー 

  事前にメールで都合を確認して下さい。 

 担当教員 分子生命情報解析学分野 教授 赤澤 智宏 

  内線：5362  E-mail: c.akazawa.bb＠tmd.ac.jp 

  

１２．備考 
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分子生命情報解析学特論Ａ-２ 

Biochemistry and Biophysics Lecture  A- 2 

科目コード ３００３   4単位(前期 月曜日 III・IV時限) 

 

１．担当教員 

鈴木 喜晴 (本学分子生命情報解析学 准教授) 

 

２．主な講義場所 

  担当教員が指定する場所 

 

３．授業目的・概要等  

細胞内情報伝達と代謝の観点から生命活動を理解することを目標に、代謝学、分子生物学、細胞生物学などを学び、

生命科学研究の面白さを伝える。 

 

４．授業の到達目標  

1)高等動物の代謝と生体エネルギー学(B i o e n e r g e t i c s) について理解する。  

2)生体での情報伝達の機構を理解する。  

3)分子生物学と遺伝子組換え技術を理解する。 

 

５．授業方法 

講義とセミナー形式を併用する。 

 

６．教育内容  

別表 

 

７．成績評価の方法 

 評価は課題レポートの発表内容に基づく。 

 

８．準備学習等についての具体的な指示 

 

９．参考書 

 

１０．履修上の注意事項 

 

１１．オフィスアワー 

   事前にメールで都合を確認して下さい。 

担当教員 分子生命情報解析学分野 准教授 鈴木 喜晴 

  内線：5362  E-mail: nsuzubb＠tmd.ac.jp 

  

１２．備考 

回 月日 授業内容 担当教員 

１ 

２～３ 

４～６ 

７～８ 

９ 

１０～１１ 

１２～１３ 

１４ 

１５ 

 ヒトの基本代謝  

イオン輸送とイオンチャネル  

能動輸送機構  

ミトコンドリアとATP合成  

脂質代謝異常症  

生活習慣病とエネルギー代謝  

遺伝子組換え技術 

宇宙医学  

オートファジー 

鈴木喜晴 

鈴木喜晴 

鈴木喜晴 

鈴木喜晴 

鈴木喜晴 

鈴木喜晴 

鈴木喜晴 

鈴木喜晴 

鈴木喜晴 
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分子生命情報解析学実験Ａ-２ 
Biochemistry and Biophysics Lecture  A- 2 

科目コード ３００４    2単位(前期 金曜日 III-V時限) 

１．担当教員 

鈴木 喜晴 (本学分子生命情報解析学 准教授) 

 

２．主な講義場所 

  担当教員が指定する場所 

 

３．授業目的・概要等  

生命科学を理解し、更に解明するために必要な知識・技術・考え方等を実験を通して身につける。 

 

４．授業の到達目標  

1)論文を纏めるに必要な実験手法、機器利用法、統計処理法などを学ぶ。  

2)遺伝子組み換え技術の基礎を身につける。 

 

５．授業方法 

   論文輪読、実習 

 

６．授業内容 

1)遺伝子解析法  

2)遺伝子クローニング  

3)染色体検査法  

4)HPLCやクロマドグラフィーによる微量分析法 

 

７．成績評価の方法 

 

８．準備学習等についての具体的な指示 

 

９．参考書 

 

１０．履修上の注意事項 

 

１１．オフィスアワー 

事前にメールで都合を確認して下さい。 

鈴木 喜晴 (本学分子生命情報解析学 准教授) 

  内線：5362  E-mail: nsuzubb＠tmd.ac.jp 

  

１２．備考 
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形態・生体情報解析学特論Ａ 
Anatomy and Physiological Science Lecture  A 

科目コード ３１０１    4単位(後期 月曜日 I・II時限) 

 

１．担当教員 

  星  治 (本学形態・生体情報解析学 教授) 

 

２．主な講義場所 

  担当教員が指定する場所 

 

３．授業目的・概要等  

組織学的研究方法の基本を修得する。 

 

４．授業の到達目標  

 

1)形態系検査ならびに機能系検査の根拠となる解剖学的基盤の修得  

2)さまざまな顕微鏡技術の原理の理解とその応用の修得  

3)遺伝子から細胞生物学まで生体の構造と機能に関する基礎的研究方法の修得  

 

５．授業方法  

1)参考書、論文などの文献の抄読と討議を行う。 

2)基礎的な実験方法と結果の解析法を紹介する。 

 

６．授業内容 

別表に示す。 

 

７．成績評価の方法 

  プレゼンテーション、質疑応答の内容に基づいて行う。 

 

８．準備学習等についての具体的な指示 

  組織学を復習しておく。 

 

９．参考書 

  Color textbook of Histology, Gartner Hiatt 
 

１０．履修上の注意事項 

  形態学的な手法に基づく研究に興味を有していることが望ましい。 

 

１１．オフィスアワー 

  担当教員  形態・生体情報解析学分野 教授 星 治 

  内線：5361 E-mail: o-hoshi.aps＠tmd.ac.jp 
オフィスアワーは特に定めない。事前にメールで連絡をとる。 

科目責任者 星 治（３号館７階 形態・生体情報解析学分野研究室） 

  

１２．備考 

 回 授 業 内 容 担当教員

1,2  

3,4 

5,6 

   7,8,9 

10,11,12 

13,14,15 

組織学入門 

組織学の基本手技 

光学顕微鏡の原理とその応用 

透過型電子顕微鏡の原理とその応用 

走査型電子顕微鏡の原理とその応用 

原子間力顕微鏡の原理とその応用 

星  治
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形態・生体情報解析学実験Ａ 
Anatomy and Physiological Science Experiment  A 

科目コード ３１０２    2単位(後期 月曜日 III-V時限)  

 

１．担当教員 

星  治 (本学形態・生体情報解析学 教授) 

 

２．主な講義場所 

  担当教員が指定する場所 

 

３．授業目的・概要等  

顕微解剖学的（組織学的）実験方法の基本を修得する。 

 

４．授業の到達目標  

組織学的な研究方法の修得 

 

５．授業方法 

セミナーや講義、論文抄読会などによる。 

 

６．授業内容 

 回 授業内容 担当教員 

1～3 

4～6 

7～15 

透過型電子顕微鏡による細胞の構造・機能解析方法 

走査型電子顕微鏡による細胞の構造・機能解析方法 

原子間力顕微鏡による細胞の構造・機能解析方法 

星  治 

 

 

７．成績評価の方法 

  単位の認定・評価はレポートで行う。 

   

８．準備学習等についての具体的な指示 

  組織学の十分な復習を行う。 

   

９．参考書 

  Histology, Ross, Fifth edition   
   

１０．履修上の注意事項 

  形態学的な手法に基づく研究に興味を有していることが望ましい。 

   

１１．オフィスアワー 

  担当教員  形態・生体情報解析学分野 教授 星 治 

  内線：5361 E-mail: o-hoshi.aps＠tmd.ac.jp 
オフィスアワーは特に定めない。事前にメールで連絡をとる。 

科目責任者 星 治（３号館７階 形態・生体情報解析学分野研究室） 

 

１２．備考 
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生命機能情報解析学特論Ａ 
Biofunctional Informatics Lecture A 

科目コード ３２０１    4単位(後期 木曜日 I・II時限)  

 

１．担当教員 

  角  勇樹 (本学生命機能情報解析学 教授) 

笹野 哲郎 (本学生命機能情報解析学 准教授) 

 

２．主な講義場所 

  3号館16階 生命機能情報解析学研究室A,B  

 

３．授業目的・概要等  

分子・細胞レベルから器官までの個々の要素が統合されたシステムとしての生体のはたらきを、測定、解析する検査

法について学ぶ。とくに、神経や循環、呼吸などの臨床生理学的検査、画像診断検査について理論や技術を学び、さら

に、 それらを応用した研究方法を修得する。 

 

４．授業の到達目標  

1) 分子・細胞レベルから器官までの個々の要素が統合されたシステムとしての生体のはたらきを、測定、解析する検

査法について学ぶ。  

2) 生命機能情報の解析法、評価法を修得する。  

3) とくに神経系や循環系、呼吸系の臨床生理検査法、画像診断法の理論や技術を修得する。  

4) 生命機能情報検査法の目的にかなった応用領域の知識を修得する。  

5) 生命機能情報検査法を応用した研究方法を修得する。 

 

５．授業方法  

授業形式は、セミナーや講義などによる。 

 

６．授業内容 

表に示す。 

 

７．成績評価の方法 

評価は、担当プレゼンテーションならびに授業への参加状況でみる。必要に応じて、レポートを課す。 

 

８．準備学習等についての具体的な指示 

 随時指示する 

 

９．参考書 

 なし 

 

１０．履修上の注意事項 

 積極的に質問し、討議に参加すること 

 

１１．オフィスアワー 

  担当教員 生命機能情報解析学分野  准教授 笹野 哲郎 

  内線：5365  E-mail: sasano.bi＠tmd.ac.jp 

  オフィスアワーは特に定めないが、事前に連絡した上で訪問すること。 

  

１２．備考 
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回 授業内容 担当教員 

１～２ 

 

３～４ 

５～６ 

７～８ 

９～１０ 

１１～１２ 

１３～１４ 

１５～１６ 

１７～１８ 

１９～２０ 

２１～２２ 

２３～２４ 

２５～２６ 

 

２７～２８ 

２９～３０ 

３１～３２ 

３３～３４ 

３５～３６ 

３７～３８ 

３９～４１ 

４２～４４ 

４５～４７ 

４８～５０ 

５１～６０ 

1)分子・細胞レベルから器官までの個々の要素が統合されたシステムとしての

生体のはたらきを、測定、解析する生命機能情報検査法について学ぶ。  

神経生理機能検査 

画像診断検査 

循環機能検査 

肺機能検査 

他の生命機能情報測定法  

2)生命機能情報の解析法、評価法を修得する。 

神経生理機能検査  

画像診断検査  

循環機能検査  

肺機能検査   

他の生命機能情報測定法 

3)とくに神経系や循環系の臨床生理検査法、画像診断法の理論や技術を理解 す

る。 

神経生理機能検査  

画像診断検査   

循環機能検査  

肺機能検査  

他の生命機能情報測定法 

4)生命機能情報検査法の目的にかなった応用領域の知識を修得する。  

神経生理機能検査  

画像診断検査  

循環機能検査 

肺機能検査  

5)生命機能情報検査法を応用した研究方法を修得する。 

角 勇樹 

笹 野 哲 郎 
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生命機能情報解析学実験Ａ 

Biofunctional Informatics Experiment A 

科目コード ３２０２    2単位(後期 木曜日 III-V時限)  

 

１．担当教員 

角  勇樹 (本学生命機能情報解析学 教授) 

笹野 哲郎 (本学生命機能情報解析学 准教授) 

 

２．主な講義場所 

  3号館16階 生命機能情報解析学研究室A,B  

 

 

３．授業目的・概要等  

分子・細胞レベルから器官までの個々の要素が統合されたシステムとしての生体のはたらきを、測定、解析する検査

法、とくに神経や循環、呼吸機能の臨床生理学的検査、画像診断検査について理論や技術を学び、さらに、それらを応

用した 実験を行う。 

 

４．授業の到達目標  

1) 分子・細胞レベルから器官までの個々の要素が統合されたシステムとしての生体のはたらきを、測定、解析する生

命機能情報測定法、各種生理検査法、画像診断法ついて学ぶ。  

2) とくに神経や循環、呼吸機能の臨床生理学的検査、画像診断検査について理論や技術を学び、検査法を用いた実験

方法を修得する。  

3) 生命機能情報測定法、生理機能検査法を用いた実験を行う。  

4) 生命機能情報データの解析法を修得する。  

5) 実験結果の総合的評価の方法を修得する。 

 

５．授業方法  

授業形式は、セミナーや講義、および実験や見学などによる。 

 

６．授業内容  

表に示す。 

 

７．成績評価の方法 

評価は、実験への参加状況および、実験結果のプレゼンテーションに基づく。必要に応じて、レポートを課す。 

 

８．準備学習等についての具体的な指示 

 

９．参考書 

 

１０．履修上の注意事項 

 

１１．オフィスアワー 

  担当教員 生命機能情報解析学分野  准教授 笹野 哲郎 

  内線：5365  E-mail: sasano.bi＠tmd.ac.jp 

  オフィスアワーは特に定めないが、事前に連絡した上で訪問すること。 

  

１２．備考 
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回 授業内容 担当教員 

１～２ 

 

３～４ 

５～６ 

７～８ 

９～１０ 

１１～１２ 

 

１３～１４ 

１５～１６ 

１７～１８ 

１９～２０ 

２１～２２ 

２３～２４ 

２５～２６ 

２７～２８ 

２９～３０ 

３１～３２ 

３３～３４ 

３５～３６ 

３７～３８ 

３９～４１ 

４２～４５ 

1)分子・細胞レベルから器官までの個々の要素が統合されたシステムとしての

生体のはたらきを、測定、解析する生命機能情報測定法について学ぶ。 

肺機能検査  

画像診断検査  

神経生理機能検査 

循環機能検査 
2)とくに肺機能の臨床生理学的検査、画像診断検査について理論や技術を学 

び、検査法を用いた実験方法を修得する。 

肺機能検査  

画像診断検査  

神経生理機能検査  

循環機能検査 

3)生命機能情報測定法、生理機能検査法を用いた実験を行う。 
肺機能検査  

画像診断検査  

神経生理機能検査 

循環機能検査 

4)生命機能情報データの解析法を修得する。 

肺吸機能検査  

画像診断検査  

神経生理機能検査  

循環機能検査 

5)実験結果の総合的評価の方法を修得する。 

角  勇 樹

笹 野 哲 郎 
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生体機能支援システム学特論Ａ 
Biophysical System Engineering Lecture  A 

科目コード ３３０１    4単位(前期 金曜日 I・II時限)  

 

１．担当教員 

伊藤 南 (本学生体機能支援システム学 教授) 

 

２．主な講義場所 

  場所、日時は後日相談して決める。 

 

３．授業目的・概要等  

科学論文はその実験結果もさることながら、実験の段取りや実験結果の解釈の展開の仕方にそのエッセンスがある。

良質な原著論文を精読することで、そうした実験や解釈の展開を読みとる方法を身につけることができる。本科目では

視覚情報処理についての古典的な論文を題材に、生体現象の記録から数理的解析やシステム論へと発展する経過を学び、

生体現象の理解に工学的な観点を持ち込むことの意義を考える。 

 

４．授業の到達目標  

①科学論文の基本的な構成を理解する。 

②実験や議論の論旨の展開を理解し、読み取る方法を学ぶ。 

③生体現象の計測に始まり数理的解析やシステム論に至る過程を学び、なぜそうした実験や議論の展開が必要であっ

たのかを理解する。 

 

５．授業方法  

まず受講生が論文の内容を解説し、教員および他の受講生が加わって質疑応答を行う。講義の進行状況に合わせて、

教員が適宜説明を加え、関連する内容について発展的な講義を行う。  

 

６．授業内容  

Hodgkin AL and Huxley AF (J Physiology 1952)のイカの巨大神経軸策の活動電位のメカニズムについての５連作を

精読する。 

 

７．成績評価の方法 

評価は論文の説明、質疑応答の内容により評価する。 

 

８．準備学習等についての具体的な指示 

事前に論文を予習してから講義に参加する。解説担当者は、自分で質問内容を想定し、質疑に答えられるように準備

する。他の受講生も積極的に質疑応答に加わること。 

 

９．参考書 

  ニューロンの生物物理学 （宮川博義、井上雅司著 丸善株式会社） 

 

１０．履修上の注意事項 

 

１１．オフィスアワー 

  伊藤南（内5366、minami.bse＠tmd.ac.jp）午後13:00-18:00 生体機能支援システム学教授室（３号館１６階） 

  

１２．備考 
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生体機能支援システム学実験Ａ 
Biophysical System Engineering Experiment  A 

科目コード ３３０２    2単位(後期 金曜日 III-V時限)  

 

１．担当教員 

伊藤 南 (本学生体機能支援システム学 教授) 

 

２．主な講義場所 

  場所、日時は後日相談して決める。 

 

３．授業目的・概要等  

生理機能検査には脳波、ＭＥＧ、ＭＲＩなどの中枢神経系の機能検査が含まれるが、このような生体情報は我々の中

枢神経系のメカニズムを解き明かすための重要な手段ともなる。医用工学の観点からは中枢神経系もまた１つのシステ

ムであり、生体の機能を理解するにはいろいろなスケールでその仕組みと俯瞰することが重要である。本科目では比較

的知見が豊富とされる中枢神経系の視覚情報処理を題材に、システム神経科学の立場から中枢神経系の働きや、機能解

明の戦略を考える。 
 

４．授業の到達目標  

①中枢神経系の視覚情報処理システムのメカニズムを理解する。 

②電気活動計測に使用される、主要な生体情報計測法の原理を理解する。 

③神経解剖学、神経生理学、神経計算論にまたがるシステム神経科学の考え方を修得する。 

 

５．授業方法 

 脳の視覚情報処理について解説し、関連した内容について議論する。 

関連論文を指定するので、受講者は論文の内容を紹介、質疑応答を行う。 
 

６．授業内容  

1 脳生理学の始まり 

2 網膜、視床における視覚情報処理 

3 一次視覚野における視覚情報処理 

4 視覚情報の見え―知覚 

5 脳損傷による盲視および失認 

6 脳計測法：原理、特性及び限界―脳内電極から非侵襲イメージングまで 

7 視覚の数理モデル 

8 立体視の情報処理 

9 運動の情報処理 

10 色の情報表現 

11 形の情報表現 

12 視覚認知と注意 

13 神経システムの可塑性―記億、学習 

14 神経システムの出力―運動の制御 

15 神経システムの出力―判断、情動 

 
７．成績評価の方法 

評価は講義や議論への参加状況、レポート提出による。 

 

８．準備学習等についての具体的な指示 

  参考書や関連論文について随時指示する。 

 

９．参考書 
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１０．履修上の注意事項 

 

１１．オフィスアワー 

   伊藤南（内5366、minami.bse＠tmd.ac.jp）午後13:00-18:00 生体機能支援システム学教授室（３号館１６階） 

  

１２．備考 
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先端分析検査学特論Ａ 
Analytical Laboratory Chemistry Lecture A 

科目コード ３５０１    4単位(前期 火曜日 I・II時限)  

 

１．担当教員 

戸塚 実 (本学先端分析検査学 教授) 

 

２．主な講義場所 

  大学院講義室１（3号館15階） 

 

３．授業目的・概要等  

患者から採取した血液、血清、尿、胸水、腹水、脳脊髄液、穿刺液などに含まれる種々化学成分の変動を正確に捉え

ることにより、疾病の早期発見ができ、そしてそれが早期治療へとつながる。分析技術なくしてはいずれの研究も手掛

ける 事はできない。研究目的に対して、適切な分析法を選択できる能力が備わるよう、種々の分析技術に関しての理論

とその 応用について教授する。 

 

４．授業の到達目標   

1) 体液成分の取扱い方を習得する。  

2) 臨床検査の立場から分析技術の基礎を理解する。 

3) 研究目的に対して、適切な分析技術を選択できる力を身につける。  

4) 新しい分析技術に対処できる能力を養う。  

5) 新しい分析技法を開発する能力を養う。 

 

５．授業方法 

授業の形式は講義、討論とするが、講義は最小限とし、できる限り討論形式で行う。 

 

６．授業内容  

1) 各種支持体を用いた電気泳動法(セルロースアセテート膜、アガロース、ポリアクリルアミドゲル)の原理と応用、 

イムノブロッティング法の理論、等電点電気泳動法・SDS-ポリアクリルアミドゲル電気泳動法・二次元電気泳動法の

原理と解析、銀染色法の原理  

2) 各種クロマトグラフィの理論(高速液体クロマトグラフィ、アフィニティークロマトグラフィ、ゲルろ過など)とそ 

の応用  

3) 化学発光の理論とその応用  

4) 酵素免疫測定法の理論とその応用  

5) 質量分析の理論とその応用  

6) 英語論文より分析に関わるピットホールについて考える 

 

７．成績評価の方法 

単位の認定・評価は討論への参加度と発表内容により行う。 

 

８．準備学習等についての具体的な指示 

  各種分析法の基本的概要について理解しておくこと。 

 

９．参考書 

 必要に応じてプリントを配布する。 

 

１０．履修上の注意事項 

  特になし 

 

１１．オフィスアワー 

  担当教員 先端分析検査学分野 教授 戸塚 実 

  内線：5374  E-mail: mtozuka.alc@tmd.ac.jp 

  

１２．備考 
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先端分析検査学実験Ａ 
Analytical Laboratory Chemistry Experiment A 

科目コード ３５０２    2単位(後期 火曜日 III-V時限)  

 

１．担当教員 

戸塚 実 (本学先端分析検査学 教授) 

 

２．主な講義場所 

  先端分析検査学研究室（3号館16階） 

 

３．授業目的・概要等  

本科目は基本的には分析技術学を専攻する学生に対して、分析技術を習得するために行うものである。研究に必要な

技術のみならず、実験計画の立案、実験の実施、結果の解釈など、一連の研究に必要な知識を分析技術を通して、習得

する ことにある。 

選択科目として選択する者については分析検査に関する基本的な技術を習得させ、実験を通じて、問題を解決できる

方法を検索できるような能力を習得させる。 

 

４．授業の到達目標  

1) 分析技術学を選考する者については、今日広く行われている分析技術を手がけ、修士論文に関する実験においては

更に詳細に習得するよう教授する。又新しい分析法が次々と出現してくるので、時代に遅れないよう常に新分析技法

に関する知識を実践できるようにする。  

2) 選択科目として選択する者については、本研究室で技術を習得できる実験から適宜選択して行い、実験を通して実

践的研究を行う能力を養成する。 

 

５．授業方法 

 形式は教育内容に基づき、研究室で行う。 

 

６．授業内容  

1)セルロースアセテート膜電気泳動法  

2)アガロースゲル電気泳動法  

3)SDS-ポリアクリルアミドゲル電気泳動法 

4)等電点電気泳動法  

5)イムノブロッティング法  

6)ELISA法の構築  

7)各種カラムクロマトグラフィー 

 

７．成績評価の方法 

単位の認定及び評価はレポート及び口頭試問による。 

 

８．準備学習等についての具体的な指示 

  特になし 

 

９．参考書 

  必要に応じてプリントを配布する 

 

１０．履修上の注意事項 

  特になし 

 

１１．オフィスアワー 

  担当教員 先端分析検査学分野 教授 戸塚 実 

  内線：5374  E-mail: mtozuka.alc@tmd.ac.jp 

 

１２．備考 

特になし 
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生体防御検査学特論Ａ-１ 

Microbiology and Immunology Lecture A- 1 

科目コード ３６０１   4単位(前期木曜日 Ⅲ,Ⅳ 時限) 

１．担当教員 

窪田 哲朗 (本学生体防御検査学 教 授) 

 

２．主な講義場所 

  3号館15階大学院講義室1 

 

３．授業目的・概要等 

  欧米で広く使われている英語の教科書を使用し、セミナー形式で議論する。 

 

４．授業の到達目標  

  免疫学の基本的概念を理解し、各自の研究テーマの実験にも応用できる力を養う。 

 

５．授業方法 

    学生が分担して、あらかじめ予習して来た教科書の内容を解説する。 

 

６．授業内容  

最新の免疫学を一通り概観する。 

1. Properties and overview of immune responses  
2. Innate immunity  
3. Cells and tissues of the adaptive immune system  
4. Antibodies and antigens  
5. The major histocompatibility complex  
6. Antigen processing and presentation to lymphocytes  
7. Antigen receptors and accessory molecules of T lymphocytes  
8. Lymphocyte development and the rearrangement and expression of antigen receptor genes  
9. Activation of T lymphocytes  
10. B cell activation and antibody production  
11. Immunological tolerance  
12. Cytokines  
13. Effector mechanisms of cell-mediated immunity  
14. Effector mechanisms of humoral immunology  
15. Immunity to microbes  
16. Transplantation immunity  
17. Immunity to tumors  
18. Diseases caused by immune responses: hypersensitivity and autoimmunity  
19. Immediate hypersensitivity  
20. Congenital and acquired immunodeficiencies 

 
７．成績評価の方法 
  毎回の授業における発表や、ディスカッションへの参加状況を評価する。 
 
８．準備学習等についての具体的な指示 

受講する学生には、あらかじめ予習をしておき、当日に疑問点などを積極的に質問することが期待される。 
 
９．教科書 
  Abul K Abbas, et al. Cellular and Molecular Immunology. Elsevier. 
 
１０．履修上の注意事項 

時間割と異なる日時に行うことがあるので、あらかじめ予定を相談にくること。 

 

１１．オフィスアワー 

 生体防御検査学分野 教授 窪田哲朗 

 内線 5369, E-mail: tetsuo.kubota.mtec@tmd.ac.jp 
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生体防御検査学実験Ａ-１ 

Microbiology and Immunology Experiment A- 1 

科目コード ３６０２    2単位(後期水曜日 III-V時限) 

 

 

１．担当教員 

窪田 哲朗(本学生体防御検査学 教授) 

 

２．主な講義場所 

  3号館16階共同研究室1 

 

３．授業目的・概要等  

未知のテーマで実際に実験を試みて、よい結果に到達するまでの様々な問題点を克服する方法を考えることを経験す  

る。 

 

４．授業の到達目標  

免疫学的実験法の基本を習得する。 

 

５．授業方法 

  各自が特定のテーマに関して実験を行い、方法、結果等について指導教員と議論する。 

 

６．授業内容  

 各自が特定のテーマに関して実験を行い、方法、結果等について指導教員と議論する。 

 

７．成績評価の方法 

  テーマへの取り組み姿勢を総合的に評価する。 

 

８．準備学習等についての具体的な指示 

  前期の生体防御検査学特論A-2を履修して基本的知識は身につけた上で、テーマについて教員とあらかじめディスカッ 

  ションする。 

 

９．参考書 

  特に指定しない。 

 

１０．履修上の注意事項 

時間割と異なる日時に行うことがあるので、あらかじめ予定を相談にくること。 

 

１１．オフィスアワー 

 生体防御検査学分野 教授 窪田哲朗 

 内線 5369 E-mail: tetsuo.kubota.mtec@tmd.ac.jp 
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生体防御検査学特論Ａ-２ 

Microbiology and Immunology Lecture A- 2 

科目コード ３６０３   4単位(前期木曜日 I・II時限) 

 

１．担当教員 

齋藤 良一（本学生体防御検査学 准教授） 

 

２．主な講義場所 

  ３号館１５階大学院講義室１ 

 

３．授業目的・概要等  

微生物の病原性因子、および微生物に対する宿主の生体防御機構を分子・遺伝子レベルの最新トピックスを含めて包

括的に理解する。 

 

４．授業の到達目標  

感染症の病因、発症過程について学び、予防およびコントロール、診断・治療等に関わる基礎知識を修得する。 

 

５．授業方法 

  授業の形式は講義、討論、論文抄読を中心に行う。 

 

６．授業内容  

1) 微生物の病原性因子と宿主の生体防御機構の相互作用について学ぶ。  

2) 感染症の予防、コントロールに有用な分子疫学的手法について学ぶ。 

3) 病原微生物の薬剤耐性機構について学ぶ。 

 

７．成績評価の方法 

単位の認定および評価は、授業への参加状況とレポート等で行う。 

 

８．準備学習等についての具体的な指示 

  事前に配布する資料を予習すること 

 

９．参考書 

Brenda A Wilson他：Bacterial pathogenesis: a molecular approach、 3rd edition、 ASM Press  

(ISBN: 978-1-55581-418-2) 

 

１０．履修上の注意事項 

 

１１．オフィスアワー 

 担当教員 生体防御検査学分野 准教授 齋藤良一 

 内線：5368 E-mail：r-saito.mi@tmd.ac.jp 

  

１２．備考 
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生体防御検査学実験Ａ-２ 

Microbiology and Immunology Lecture A- 2 

科目コード ３６０４  2単位(後期水曜日 III-V時限) 

 

１．担当教員 

齋藤 良一（本学生体防御検査学 准教授） 

 

２．主な講義場所 

  ３号館８階生体防御検査学研究室２ 

 

３．授業目的・概要等  

既成の検査法を習得するのみではなく、微生物学の新しい成果を積極的に臨床検査医学に採り込んでいく能力を身に

つけるために、広く応用可能な実験操作法を身につける。 

 

４．授業の到達目標 

微生物学、特に細菌学分野で広く用いられる実験法・研究手法について修得する。国内外の学会や学術誌に研究成果

を発表し、国際的学際的研究のリーダーとしての能力を養う。 

 

５．授業方法 

各自の研究テーマについて実験を行い、進捗状況を議論する。学会発表や論文作成の指導によって研究のまとめ方を習

得してもらう。 

 

６．授業内容 

1) 微生物の病原性因子と宿主生体防御機構の解析 

2) 細菌の分子疫学的解析 

3) 細菌の薬剤耐性機構の解析 

 

７．成績評価の方法 

単位の認定および評価は、実習への参加状況と実験結果のプレゼンテーション等で行う。 

 

８．準備学習等についての具体的な指示 

  

９．参考書 

 

１０．履修上の注意事項 

 

１１．オフィスアワー 

  担当教員 生体防御検査学分野 准教授 齋藤良一 

  内線：5368 E-mail：r-saito.mi@tmd.ac.jp 

 

１２．備考 
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分子病態検査学特論Ａ 
Molecular Pathophysiology Lecture A 

科目コード ３７０１      4単位(後期 火曜日I・II時限)  

 

 

１．担当教員 
沢辺 元司 (本学分子病態検査学 教授) 
 

２．主な講義場所 
  随時指定する 
 
３．授業目的・概要等  

分子病態検査学は、基礎と臨床との両者にまたがった医学・医療の基本となるものであり、疾病の本態を考察、解明
する学問分野である。  
本科目を通して疾病の本態を理解し、病理学・病理検査学領域における基本的な研究方法が習得できるように教授し、 

かつ国際的にも通用する高度専門職業人や教育研究者の養成を目指した教育研究を行う。 
 
４．授業の到達目標  
1) 疾病の病因・病態、病理像(肉眼的、組織学的、細胞学的及び分子病理学的)を深く追求、理解し、疾病の本態を考 

察する。  
2) 病因・病態の解明や診断に寄与し得るような病理学的検査法の理論や技術を修得する。  
3) 病理学・病理検査学領域における国際的、学際的な研究の動向や方法を修得するとともに、国内外への留学、研修
を積極的に進める。  

 
５．授業方法  
1) 授業の形式は、広く引用される重要な成書、論文に加えて、最新の文献などを中心に講義、輪読、討論を行う。ま
た、外科病理検討会、CPCなどを通して、疾病の病因や病態、診断並びに治療などの具体的な事項についても理解を深
める。また、毎週火曜日午後7時より開催される医学部病理学教室の合同セミナーに参加し、研究担当者の発表を批判
的 に受講し、自らも研究内容を発表する。 

 
６．授業内容 

回数 授業内容 担当教員 

１～４ 
５～８ 

９～１２ 
１３～１５ 

人体の構造と機能  
疾病の病因・病態、病理像(肉眼的、組織学的、細胞学的及び分子病理学的)  
病理学的検査法の理論及び技術  
病理学・病理検査学領域における国際的、学術的な研究の動向及び方法 

沢辺元司、他 

1回の授業は2コマ(2限分) 
 
７．成績評価の方法 

単位の認定・評価はレポートにより行う。 
 
８．準備学習等についての具体的な指示 
  随時指示する 
 
９．参考書 
 Pathophysiology Made Incredibly Visual! (Incredibly Easy! Series)  Lippincott Williams & Wilkins; 2nd edition 
(February 1, 2011)  ISBN-13: 978-1609136000 
Robbins and Cotran Pathologic Basis of Disease, Professional Edition, 8th Edition (June 16, 2009) ISBN-13: 

978-1437707922 
Quantitative Proteome Analysis: Methods and Applications (August 5, 2013)  ISBN-13: 978-9814316514 

 
１０．履修上の注意事項 
   随時指示する 
 
１１．オフィスアワー 

オフィスアワーは特に定めないが、事前にメールなどで連絡してから訪問すること。教授室（3号館 16 階） 
   担当教員 分子病態検査学分野 教授 沢辺元司   内線：5370  E-mail:m.sawabe.mp＠tmd.ac.jp 
  
１２．備考 

なし 
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分子病態検査学実験Ａ 
Molecular Pathophysiology Experiment A 

科目コード ３７０２    2単位(後期 火曜日 III-V時限)  

 

１．担当教員 

沢辺 元司 (本学分子病態検査学 教授) 

 

２．主な講義場所 

  随時指定する 

 

３．授業目的・概要等  

本科目は基本的には分子病態検査学を専攻する学生に対して、特別研究・修士論文作製に必要な研究計画の立案・実

施、各種技術の修得、文献収集、論文のまとめ方などについて訓練、教授することにある。 

 

４．授業の到達目標 

1) 分子病態検査学を選択科目として履修する学生は、疾病の本態を理解、考察する上で基本となる病理学的検査法や

文献収集を修得する。  

2) 分子病態検査学を専攻する学生は、1)の項目に加えて、教育方針に記載したような特別研究の基礎となる事項を修 

得する。 

 

５．授業方法 

1) 本科目は主として分子病態検査学研究室・病理解剖症例検討室で行う。また、各種研究会やセミナー、学会などに

も参加し、病理学・病理検査学領域における国際的、学際的な研究の現況や展望などについても学んで行く。  

2) 単位の認定・評価はレポートによる。 

 

６．授業内容 

  随時指示する 

 

７．成績評価の方法 

  単位の認定・評価はレポートによる。 

 

８．準備学習等についての具体的な指示 

  随時指示する 

 

９．参考書 

随時指示する 

 

１０．履修上の注意事項 

   随時指示する 

 

１１．オフィスアワー 

オフィスアワーは特に定めないが、事前にメールなどで連絡してから訪問すること。教授室（3号館 16 階） 

   担当教員 分子病態検査学分野 教授 沢辺元司   内線：5370  E-mail:m.sawabe.mp＠tmd.ac.jp 

  

１２．備考 

なし 
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先端血液検査学特論 A 
Laboratory Molecular Genetics Lecture A 

科目コード ３８０１        4 単位（後期 金曜日 Ⅰ・Ⅱ時限） 
           

１．担当教員 
小山 高敏（本学先端血液検査学准教授） 
加藤 淳（武蔵野赤十字病院血液内科部長） 
広沢 信作（広沢クリニック院長） 
田渕 典之（横浜市立みなと赤十字病院心臓外科部長） 
小木 美恵子（金沢工業大学・情報フロンティア学部生命情報学科教授） 

 
２．主な講義場所 
  3 号館 15 階大学院講義室 1 
 
３．授業目的・概要等 
疾患の発症や病態形成には遺伝的素因と環境要因があるが、環境要因に対する生体側の応答にもまた遺伝的素因が関与

する。また、悪性腫瘍、血栓症などの疾患の発症には、後天的及び先天的分子・遺伝子変異が関与する。本科目では、血

液学的、分子生物学的手法を駆使し、疾患の早期診断、治療・予防、病態解析に貢献するような血液検査、分子・遺伝子

検査の応用力を身につける。 
 
４．授業の到達目標 
1) 疾病、特に血液疾患の成因、病態を深く追求、理解し、疾病の本態を考察する。 
2) 病因、病態の分子・遺伝子レベルでの解明や診断に役立つ血液学的検査法、分子生物学的実験技法の理論や技術を習得

する。  
3) 血液病学、血液検査学領域における研究の動向や方法を習得する。 
 
５．授業方法 
授業形式は、講義、研究討論、英語論文抄読などで行う。 

 
６．授業内容 
1) 血液疾患を中心とした分子・遺伝子学的異常とその検査 
2) 血液凝固・線溶調節機序の解析、血小板機能異常の解析  
3) 遺伝子異常によるタンパク質欠乏症における異常タンパク質細胞内輸送障害の解析 
4) 脈管作動性新規生理活性ペプチドの病態生理学的解析 
5) EB ウイルスが関連した疾患の病態解析 
6) 英語論文の読み方と書き方 
 
1 -3  染色体・遺伝子検査・血液検査方法の研究動向、国際動向         ：小山高敏、小木美恵子 
4-6  血液凝固・線溶調節機序、血小板機能異常・血小板活性化の解析      ：小山高敏、加藤 淳 
7-9  遺伝子異常によるタンパク質欠乏症における異常タンパク質細胞内輸送障害の解析：小山高敏、広沢信作 
10-11 脈管作動性新規生理活性ペプチドの病態生理学的解析          ：小山高敏 
12-15 国内外の学会及び国際誌への論文等の作成方法・発表方法、チーム医療における検査領域研究の進め方  

：小山高敏、田渕典之 
７．成績評価の方法 
単位認定・評価は、参加状況、レポート発表、口頭試問などにより行う。 
 

８．準備学習等についての具体的な内容 

 特になし。 

９．参考書 
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 授業直前に資料を配布する。 

 

１０．履修上の注意事項 

 すべて出席し、積極的に討論に参加する。 

 

１１．オフィスアワー 

 担当教員 先端血液検査学分野 准教授 小山 高敏 

 内線：5882  E-mail: koyama.lmg@tmd.ac.jp 

毎週水曜日10：00～18：00 科目責任者 小山高敏准教授室（3号館16階） 

  

１２．備考 

社会人院生も考慮して、授業時間を夕刻に変更することが多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

先端血液検査学特論 A 
Laboratory Molecular Genetics Lecture A 

科目コード ３８０１        4 単位（後期 金曜日 Ⅰ・Ⅱ時限） 
           

１．担当教員 
小山 高敏（本学先端血液検査学准教授） 
加藤 淳（武蔵野赤十字病院血液内科部長） 
広沢 信作（広沢クリニック院長） 
田渕 典之（横浜市立みなと赤十字病院心臓外科部長） 
小木 美恵子（金沢工業大学・情報フロンティア学部生命情報学科教授） 

 
２．主な講義場所 
  3 号館 15 階大学院講義室 1 
 
３．授業目的・概要等 

疾患の発症や病態形成には遺伝的素因と環境要因があるが、環境要因に対する生体側の応答にもまた遺伝的素因が関与

する。また、悪性腫瘍、血栓症などの疾患の発症には、後天的及び先天的分子・遺伝子変異が関与する。本科目では、血

液学的、分子生物学的手法を駆使し、疾患の早期診断、治療・予防、病態解析に貢献するような血液検査、分子・遺伝子

検査の応用力を身につける。 
 
４．授業の到達目標 
1) 疾病、特に血液疾患の成因、病態を深く追求、理解し、疾病の本態を考察する。 
2) 病因、病態の分子・遺伝子レベルでの解明や診断に役立つ血液学的検査法、分子生物学的実験技法の理論や技術を習得

する。  
3) 血液病学、血液検査学領域における研究の動向や方法を習得する。 
 
５．授業方法 

授業形式は、講義、研究討論、英語論文抄読などで行う。 
 
６．授業内容 
1) 血液疾患を中心とした分子・遺伝子学的異常とその検査 
2) 血液凝固・線溶調節機序の解析、血小板機能異常の解析  
3) 遺伝子異常によるタンパク質欠乏症における異常タンパク質細胞内輸送障害の解析 
4) 脈管作動性新規生理活性ペプチドの病態生理学的解析 
5) EB ウイルスが関連した疾患の病態解析 
6) 英語論文の読み方と書き方 
 
1 -3  染色体・遺伝子検査・血液検査方法の研究動向、国際動向         ：小山高敏、小木美恵子 
4-6  血液凝固・線溶調節機序、血小板機能異常・血小板活性化の解析      ：小山高敏、加藤 淳 
7-9  遺伝子異常によるタンパク質欠乏症における異常タンパク質細胞内輸送障害の解析：小山高敏、広沢信作 
10-11 脈管作動性新規生理活性ペプチドの病態生理学的解析          ：小山高敏 
12-15 国内外の学会及び国際誌への論文等の作成方法・発表方法、チーム医療における検査領域研究の進め方  

：小山高敏、田渕典之 
７．成績評価の方法 

単位認定・評価は、参加状況、レポート発表、口頭試問などにより行う。 
 

８．準備学習等についての具体的な内容 

 特になし。 

９．参考書 
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先端血液検査学実験 A 
Laboratory Molecular Genetics Experiment A 

                                               科目コード ３８０２ 4 単位（後期 金曜日 Ⅲ―Ⅴ時限） 
               
 

１．担当教員 
小山 高敏（本学先端血液検査学准教授） 
新井 文子（本学血液内科学講師） 
高木 正稔（本学発生発達病態学講師） 
今留  謙一（国立成育医療研究センター研究所感染防御研究室室長） 

 
２．主な講義場所 
  3 号館 15 階先端血液検査学実験室 
 
３．授業目的・概要等 

本科目は基本的には、先端血液検査学を専攻する学生に対して、特別研究、学会での研究発表、修士論文作成に必要な

研究計画の立案・実施、各種技術の習得、文献収集、論文のまとめ方などについて訓練、教授することにある。臨床的観

察や検査に根ざし、臨床に還元できる研究を行う能力を身につけるようにする。 
 
４．授業の到達目標 
1) 先端血液検査学を選択科目として履修する学生は、疾病の本態を理解、考察する上で基本となる血液学的、分子生物学

的検査法や文献収集法を習得する。 
2) 国内外の学会及び学術誌に血液病学、血液検査学に関連する研究を発表し、自立して研究できるように、かつ国際的学

際的研究のリーダーとしての能力を習得する｡ 
 
５．授業方法 
本科目は主として、先端血液検査学研究室・実習室で行う。積極的に国内外の学会に参加して主要国際誌に研究発表を

行い、血液病学、血液検査学領域における現況や研究の展望についても学ぶ。 
 
６．授業内容 
先端血液検査学特論 A に準ずる。 

 
７．成績評価の方法 
単位認定・評価はレポート、学会発表により行う。 

 

８．準備学習等についての具体的な指示 

 自己の研究に関連した論文を網羅して読解、解釈して、研究の参考にする。 

 

９．参考書 

 自己の研究に関連した論文を網羅する。 

 

１０．履修上の注意事項 

 教員の指導は参考にとどめ、自己で考え、調査、確認し、研究を進めてゆく。 

 

１１．オフィスアワー 

 担当教員 先端血液検査学分野 准教授 小山 高敏 

 内線：5882  E-mail: koyama.lmg@tmd.ac.jp 

  

１２．備考 

毎週水曜日10：00～18：00 科目責任者 小山高敏准教授室（3号館16階） 
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先端生体分子分析学特論Ａ 
Advanced Analytical Chemistry Lecture A 

科目コード ３９０１ 4単位(後期 水曜日 I・II時限)  

笠間健嗣 (本 学 先 端 生 体 分 子 分 析 学 准教授)  

高橋利枝 (東京大学大学院医学系研究科 助 手) 

 

 

１．担当教員 

笠間健嗣（本学先端生体分子分析学 准教授） 

 

２．主な講義場所 

  大学院講義室または担当教員が指定する場所 

 

３．授業目的・概要等 

本科目は分析機器を用いた有機分析化学を核にして、関連する物理・化学についてその基礎を含めて総合的に理解で

きるようにする。一般的な分析機器から先端的な分析機器まで、その分析方法の基礎を学び新たな分析方法を開発する

能力を修得する。 

 

４．授業の到達目標 

有機分析化学を基礎から学び、生命を形作る有機化合物の分子の化学構造を電磁気分光学的手法によりどのように解

析するかを理解できるようにする。有機分析化学の手法を理解し、様々な物理・化学現象を自分で考察できるようにす

るとともに、これらを学ぶなかから論理的思考法を身につける。 

 

５．授業方法 

授業は講義と質疑・討論・演習を織り交ぜて行う。 

 

６．授業内容 

マススペクトロメトリーの原理とその手法 

光吸収スペクトルの原理とその手法 

核磁気共鳴の原理とその手法 

 

回 内容 講師 

１ 光吸収スペクトルの原理 笠間 健嗣 

２ 光吸収スペクトルの分析法・応用 笠間 健嗣 

３ クロマトグラフィー概論 笠間 健嗣 

４ マススペクトロメトリーの原理(装置) 笠間 健嗣 

５ マススペクトロメトリーの原理(イオン化法I) 笠間 健嗣 

６ マススペクトロメトリーの原理(イオン化法II) 高橋 利枝 

７ マススペクトロメトリーの分析法I 高橋 利枝 

８ マススペクトロメトリーの分析法II 笠間 健嗣 

９ マススペクトロメトリーによるタンパク質の分析I 笠間 健嗣 

１０ マススペクトロメトリーによるタンパク質の分析II 笠間 健嗣 

１１ マススペクトロメトリーの応用I 笠間 健嗣 

１２ マススペクトロメトリーの応用II  笠間 健嗣 

１３ 核磁気共鳴の原理 笠間 健嗣 

１４ 核磁気共鳴の分析法 笠間 健嗣 

１５ 機器分析の利用 笠間 健嗣 
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７．成績評価の方法 

単位の認定・評価はレポート等により行う。 

 

８．準備学習等についての具体的な指示 

わかっているつもりになっている事柄や少しでも疑問に思ったことは必ず調べ、理解・納得する習慣をつけること。 

 

９．参考書 

「これならわかるマススペクトロメトリー」志田保夫ほか，化学同人 

 

１０．履修上の注意事項 

 

１１．オフィスアワー 

担当教員 先端生体分子分析学分野  准教授 笠間健嗣 

内線：5794  E-mail: kasama.bioa@tmd.ac.jp 

毎週 月～金曜日午前10：00～18：00 （八号館南一階管理室） 

 

１２．備考 
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先端生体分子分析学実験Ａ 
Advanced Analytical Chemistry Experiment A 

科目コード ３９０２    2単位(後期 木曜日 III-V時限)  

 

１．担当教員 

笠間 健嗣 (本学先端生体分子分析学 准教授) 

 

２．主な講義場所 

大学院講義室または担当教員が指定する場所 

 

３．授業目的・概要等 

本科目は分析機器を用いた有機分析化学を実際に体験し、実験を通して機器分析の方法論を理解すると共に、関連す

る物理・化学の基礎がどのように応用されるのかを学ぶ。機器分析法の基礎をもとに新たな分析方法を開発する手法を

修得する。 

 

４．授業の到達目標 

講義の内容を理解して実践することで、有機分析化学の基礎を固める。有機化合物の分子構造を電磁気分光学的手法

によりどのように解析するのか実験を通して理解を深める。有機分析化学の手法を経験するとともに様々な物理・化学

現象を自分で考察し、実験により実証できる能力を養い、試行錯誤の中から結果を導き出す論理的な思考方法を身につ

ける。 

 

５．授業方法 

実験は各種分析機器を活用して、生体関連物質の解析を実践する。 

 

６．授業内容 

光吸収スペクトルの手法と実験 

クロマトグラフィーの手法と実験 

マススペクトロメトリーの手法と実験 

 

回 内  容 講師 

第1回 紫外・可視スペクトル 笠間 健嗣 

第2回 ガスクロマトグラフィー 笠間 健嗣 

第3回 液体クロマトグラフィー 笠間 健嗣 

第4回 マススペクトロメトリー 笠間 健嗣 

第5回 マススペクトロメトリーによるプロテオーム解析 笠間 健嗣 
 

７．成績評価の方法 

単位の認定・評価はレポート等により行う。 

 

８．準備学習等についての具体的な指示 

実験や測定に使う試薬の化学的性質・毒性・危険性・化学的正常などを必ず調べること。 

 

９．参考書 

「これならわかるマススペクトロメトリー」志田保夫ほか，化学同人 

 

１０．履修上の注意事項 

 

１１．オフィスアワー 
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担当教員 先端生体分子分析学分野  准教授 笠間健嗣 

内線：5794  E-mail: kasama.bioa@tmd.ac.jp 

毎週 月～金曜日午前10：00～18：00 （八号館南一階管理室） 

  

１２．備考 

受講人数を制限することがあるので、あらかじめ許可を受けてから受講登録すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

先端生体分子分析学実験Ａ 
Advanced Analytical Chemistry Experiment A 

科目コード ３９０２    2単位(後期 木曜日 III-V時限)  

 

１．担当教員 

笠間 健嗣 (本学先端生体分子分析学 准教授) 

 

２．主な講義場所 

大学院講義室または担当教員が指定する場所 

 

３．授業目的・概要等 

本科目は分析機器を用いた有機分析化学を実際に体験し、実験を通して機器分析の方法論を理解すると共に、関連す

る物理・化学の基礎がどのように応用されるのかを学ぶ。機器分析法の基礎をもとに新たな分析方法を開発する手法を

修得する。 

 

４．授業の到達目標 

講義の内容を理解して実践することで、有機分析化学の基礎を固める。有機化合物の分子構造を電磁気分光学的手法

によりどのように解析するのか実験を通して理解を深める。有機分析化学の手法を経験するとともに様々な物理・化学

現象を自分で考察し、実験により実証できる能力を養い、試行錯誤の中から結果を導き出す論理的な思考方法を身につ

ける。 

 

５．授業方法 

実験は各種分析機器を活用して、生体関連物質の解析を実践する。 

 

６．授業内容 

光吸収スペクトルの手法と実験 

クロマトグラフィーの手法と実験 

マススペクトロメトリーの手法と実験 

 

回 内  容 講師 

第1回 紫外・可視スペクトル 笠間 健嗣 

第2回 ガスクロマトグラフィー 笠間 健嗣 

第3回 液体クロマトグラフィー 笠間 健嗣 

第4回 マススペクトロメトリー 笠間 健嗣 

第5回 マススペクトロメトリーによるプロテオーム解析 笠間 健嗣 
 

７．成績評価の方法 

単位の認定・評価はレポート等により行う。 

 

８．準備学習等についての具体的な指示 

実験や測定に使う試薬の化学的性質・毒性・危険性・化学的正常などを必ず調べること。 

 

９．参考書 

「これならわかるマススペクトロメトリー」志田保夫ほか，化学同人 

 

１０．履修上の注意事項 

 

１１．オフィスアワー 
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E-mail: o-hoshi.aps@tmd.ac.jp
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生命機能情報解析学特論 
Biofunctional Informatics Lecture 

科目コード５４０３    4単位(前期 月曜日 I・II時限) 

 

１．担当教員 

角   勇 樹 (本学生命機能情報解析学 教授) 

笹野 哲郎 (本学生命機能情報解析学 准教授) 

 

２．主な講義場所 

  3号館16階生命機能情報解析学研究室A,B 

 

３．授業目的・概要等  

生体のシステムとしてのはたらきを測定、解析する検査法の理論および技術について理解を深める。とくに最新の臨

床生理学的検査、画像診断検査について習熟し、検査法で得られる生体情報と病因・病態との関連を解析する方法論を

学ぶ。 さらに、新たな検査法を開発、改良するための理論や技術を修得する。 

 

４．授業の到達目標  

1) 生体のシステムとしてのはたらきを測定、解析する各種の生命機能情報検査法の原理、構造、理論について理解す

る。  

2) とくに最新の臨床生理学的検査、画像診断検査を含む生命機能情報検査法について習熟し、検査法の目的にかなっ

た応用法を修得する。  

3) 生命機能情報の解析法、評価法を修得し、得られた生命機能情報と病因・病態との関連を解析する方法論を修得す

る。 

4) 新たな生命機能情報検査法を開発、改良するための理論や技術を修得する。 

 

５．授業方法 

授業形式は、セミナーや講義、外来・入院検査、特殊検査の見学などによる。 

 

６．授業内容  

別表に示す。 

 

７．成績評価の方法  

評価は、授業への参加状況およびプレゼンテーションに基づいて行う。必要に応じて、レポートを課す。 

 

８．準備学習等についての具体的な指示 

  随時指示する 

 

９．参考書 

  なし 

 

１０．履修上の注意事項 

  積極的に討議に参加すること。 

 

１１．オフィスアワー 

  担当教員 生命機能情報解析学分野  准教授 笹野 哲郎 

  内線：5365  E-mail: sasano.bi @tmd.ac.jp 

  オフィスアワーは特に定めないが、あらかじめ連絡のうえ訪問すること。 

  

１２．備考 
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回 授業内容 担当教員 

１ ～  ２ 

 

３ ～  ４ 

５ ～  ６ 

７ ～  ８ 

９ ～ １０ 

１１ ～ １２ 

１３ ～ １４ 

 

１５ ～ １６ 

１７ ～ １８ 

１９ ～ ２０ 

２１ ～ ２２ 

２３ ～ ２４ 

２５ ～ ２６ 

 

２７ ～ ２８ 

２９ ～ ３０ 

３１ ～ ３２ 

３３ ～ ３４ 

３５ ～ ３６ 

３７ ～ ３８ 

３９ ～ ４２ 

４３ ～ ４６ 

４７ ～ ５０ 

５１ ～ ５４ 

５５ ～ ６０ 

1) 生体のシステムとしてのはたらきを測定、解析する各種生命機能情報検査 

法の原理、構造、理論について理解する。 

神経生理機能検査  

画像診断検査  

循環機能検査  

機能検査  

他の生命機能情報測定法 

2) とくに最新の臨床生理学的検査、画像診断検査を含む生命機能情報検査法 

について習熟し、検査法の目的にかなった応用法を修得する。 

神経生理機能検査  

画像診断検査  

循環機能検査  

肺機能検査  

他の生命機能情報測定法 

3) 生命機能情報の解析法、評価法を修得し、得られた生命機能情報と病因・ 病

態との関連を解析する方法論を修得する。 

神経生理機能検査  

画像診断検査  

循環機能検査  

肺機能検査  

他の生命機能情報測定法 

4) 新たな生命機能情報検査法を開発、改良するための理論や技術を修得する。 

神経生理機能検査  

画像診断検査  

循環機能検査 

肺機能検査  

他の生命機能情報測定法 

角  勇 樹 

笹 野 哲 郎 
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Laboratory Molecular Genetics Lecture 
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大学院保健衛生学研究科教育研究分野組織表 

○看護先進科学専攻 

 

講

座 
領域 教育研究分野名 教授 ・ 准教授名 

内 

線 
ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ 場所 

基
盤
看
護
開
発
学 

看護ケア技術開発学 看護ケア技術開発学 教 授 齋藤やよい 5345 ysaito.fnls@tmd.ac.jp ３号館18F

ヘルスプロモーション 

看護学 

地域保健看護学 教 授 佐々木明子 5350 sasaki.phn@tmd.ac.jp ３号館19F

地域健康増進看護学 准教授 森田久美子 5337 morita.phn@tmd.ac.jp ３号館15F

臨
床
看
護
開
発
学 

先端侵襲緩和ケア看護学 先端侵襲緩和ケア看護学 教 授 井 上 智 子 5351 tinoue.cc@tmd.ac.jp ３号館19F

精神・人間発達看護学 

精神保健看護学 
教 授 田上美千佳 5354 tanoue.pn@tmd.ac.jp ３号館 8F

准教授 美濃由紀子 5336 mino.pn@tmd.ac.jp ３号館 5F

小児・家族発達看護学 教 授 廣瀬たい子 5342 tykocho.ns@tmd.ac.jp ３号館19F

ﾘﾌﾟﾛﾀﾞｸﾃｨﾌﾞﾍﾙｽ看護学 

教 授 大久保功子 5349 kouko.rhn@tmd.ac.jp ３号館19F

講 師 三 隅 順 子 5357 j.misumi.rhn@tmd.ac.jp ３号館17F

在宅がんｴﾝﾄﾞ ｵ ﾌﾞ ﾗ ｲ ﾌ ｹｱ 

看護学 

在宅ケア看護学 

教 授 本 田 彰 子 5355 ahonda.chn@tmd.ac.jp ３号館19F

准教授 松 下 祥 子 5884 smatsu.chn@tmd.ac.jp ３号館19F

がんｴﾝﾄﾞｵﾌﾞﾗｲﾌケア看護学 （選考中）    

先
導
的
看
護
シ
ス
テ
ム

開
発
学 

国際的看護システム開発学 

国際看護開発学 教 授 丸 光 惠 5387 mitsue.cfn@tmd.ac.jp ３号館18F

看護ｼｽﾃﾑﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ学 准教授 深 堀 浩 樹 5352 hfukahori.kanr@tmd.ac.jp ３号館15F

高齢社会看護ケア開発学 高齢者看護・ｹｱｼｽﾃﾑ開発学 教 授 緒 方 泰 子 5358 yogata.gh@tmd.ac.jp ３号館19F

〇生体検査科学専攻 

 

 

領域 教育研究分野名 教授 ・ 准教授名 
内 

線 
ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ 場所 

生命情報解析開発学 

分子生命情報解析学 

教 授 赤 澤 智 宏 5362 c.akazawa.bb@tmd.ac.jp ３号館16F

准教授 鈴 木 喜 晴 5364 nsuzbb@tmd.ac.jp ３号館16F

形態・生体情報解析学 教 授 星 治 5361 o-hoshi.aps@tmd.ac.jp ３号館16F

生命機能情報解析学 

教 授 角  勇 樹 5372  ３号館16F

准教授 笹 野 哲 郎 5365 sasano.bi@tmd.ac.jp ３号館16F

生体機能支援ｼｽﾃﾑ学 教 授 伊 藤  南 5366 minami.bse@tmd.ac.jp ３号館16F

分子・遺伝子応用検査学 

先端分析検査学 教 授 戸 塚  実 5374 mtozuka.alc@tmd.ac.jp ３号館16F

生体防御検査学 

教 授 窪 田 哲 朗 5369 tetsuo.kubota.mtec@tmd.ac.jp ３号館16F

准教授 齋 藤 良 一 5368 r-saito.mi@tmd.ac.jp ３号館16F

分子病態検査学 教 授 沢 辺 元 司 5370 m.sawabe.mp@tmd.ac.jp ３号館16F

先端血液検査学 准教授 小 山 高 敏 5882 koyama.lmg@tmd.ac.jp ３号館16F

先端生体分子分析学 

（教育研究協力分野） 

准教授 笠 間 健 嗣 5794 kasama.bioa@tmd.ac.jp 8号館南1
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TEL 5803-4959 
http://www.tmd.ac.jp/cgi-bin/stdc/cms_reserv.cgi  

 
 

 
 

 
  

TEL 5803-4921 
http://www.tmd.ac.jp/ang/counsel/index.html  
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1 3 TEL 5803 5048  

 
5 3 TEL 5803 5077  
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長期履修制度について(保健衛生学研究科) 

 

１）長期履修学生制度 

とは 

 

 

 

２）対象者 

 

 

 

３）申請手続き 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４）長期履修期間 
 

 

 

 

 

５）長期履修の短縮 

 

 

 

 

 

 

 

長期履修学生制度とは、職業を有している等の事情により標準修業年限（看護先進科学

専攻：５年、総合保健看護学専攻博士（後期）課程：３年、生体検査科学専攻博士（前

期）課程：２年、生体検査科学専攻博士（後期）課程：３年）を超えて履修を行い修了

することができる制度であり、願い出た者については、審査のうえ許可することもある。 

 

長期履修を申請できるのは原則下記にあてはまる者とする。 

・企業等の常勤職員又は自ら事業を行っている者 

・出産、育児、介護等を行う必要がある者 

 

 提出・問い合わせ窓口  

学務部教務課大学院室（１号館西１階） 

提出書類  

・長期履修申請書（本学所定の様式） 

・在職証明書（企業等の常勤職員の場合） 

・その他申請理由を証明できる書類 

（例）出産・育児を理由とする場合は、母子手帳や保険証のコピーなど 

 提出期限  

・入学志願者が長期履修を希望する場合・・・入学手続き期間の最終日 

・在学者が長期履修を申請する場合・・・・・ 

          看護先進科学専攻：４年次の２月末日 

          総合保健看護学専攻博士（後期）課程：２年次の２月末日 

          生体検査科学専攻博士（前期）課程：１年次の２月末日 

          生体検査科学専攻博士（後期）課程：２年次の２月末日 

※在学者が長期履修申請をした場合、申請年次の次年度から長期履修が適用される 

 

長期履修者が在学できる期間の限度は標準修業年限の２倍（看護先進科学専攻：１０年、

総合保健看護学専攻博士（後期）課程：６年、生体検査科学専攻博士（前期）課程：４

年、生体検査科学専攻博士（後期）課程：６年）とする。なお、長期履修期間を最大修

業年限未満に設定したものについては、長期履修後、最大修業年限までは在学期間延長

の手続をすることができる。（在学期間延長については３０９ページ参照） 

 

長期履修は短縮することができるが、短縮後の在学年数を標準修業年限未満にすること

はできない。なお短縮申請は 1回限りとする。また、長期履修を延長することはできな

い。 

 提出・問い合わせ窓口  

学務部教務課大学院室（１号館西１階） 

提出書類 

・長期履修期間短縮申請書 
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６）履修登録 

 

 

７）授業料 

 

 

 

 

 

８）学位申請 

 

 

 

 

９）長期履修中の休学及

び留学 

 

 

１０）長期履修事由の 

 消滅 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

提出期間 

希望する修了予定年度の前年度の２月末日まで 

（例）６年間から４年間への短縮を行う場合：２年次の２月末日までに手続きを行う 

 

長期履修者の履修登録にあたっては、担当教員と事前に相談し単位修得に関する履修計

画を作成のうえ、計画的に履修を行わなければならない。 

 

標準修業年限分の授業料を長期履修年数に応じて分割納入するものとする。なお、長期

履修の短縮申請を行った場合は、標準修業年限分の授業料から既納入分を差し引き、残

りの在学年数で分割納入する。 

※日本学生支援機構の奨学金に申請する学生は、貸与期間等に特別の定めがある場合が

あるので、学務部学生支援課（１号館西１階）に問い合わせること。 

 

学位申請が行えるのは、長期履修の最終年度のみである。最終年度以外の年度には学位

申請は受け付けないので注意すること。なお、申請した長期履修期間より早く学位申請

が行えるようになった場合は、前もって長期履修短縮申請をすること。 

※５）長期履修の短縮を参照 

 

長期履修学生の休学、留学については、事例ごとに審議することとする。なお、休学が

認められた場合、休学期間は在学期間に算入しない。 

※休学、留学の手続き等詳細については、（３０８ページ）を参照すること 

 

長期履修期間中に長期履修の事由が消滅した場合（常勤職員のため長期履修を申請した

が、会社を辞めた等の理由で学業に専念できるような状況になったなど）は、長期履修

の短縮をすることができる。 
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http://www.tmd.ac.jp  

 
URL http://www.tmd.ac.jp/faculties/graduate_school/kyoumuka/index.html 
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海外留学・研修
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Collaboration of Graduate School of Health Care Sciences
in Tokyo Medical and Dental University
with Universities in Foreign Countries

SEINÄJOKI UNIVERSITY OF APPLIED SCIENCES

UNIVERSITY OF TAMPERE
Department of Nursing science

UNIVERSITY OF COLORADO DENVER
College of Nursing

THE UNIVERSITY OF SHEFFIELD
School of Nursing and Midwifery

UNIVERSITY OF WASHINGTON
School of Nursing

NATIONAL YANG-MING UNIVERSITY
School of Nursing

1

2

3

4

5

6

Finland

Finland

U.S.A

U.K.

U.S.A

Taiwan

Sep.08,2004

Sep.12,2004

Oct.24,2005

June.11,2008

July.01,2008

Nov.25,2009

University / School etc.No. Contract
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